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説解

　
　
　
　
　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　
井
上
哲
次
郎
と
井
上
円
了
（
以
下
、
哲
次
郎
、
円
了
と
い
う
）
は
高
坂
正
顕
『
明
治
思
想
史
』
に
お
い
て
両
井
上
と
呼
ば
れ
、
明

治
思
想
史
に
お
け
る
哲
学
者
と
し
て
な
ら
び
称
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
す
で
に
両
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
思
想
と
学
説
お
よ
び

そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
紹
介
し
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
繰
り
返
さ
な
い
。

　
題
目
の
円
了
著
『
外
道
哲
学
』
は
明
治
三
〇
年
二
月
刊
行
さ
れ
、
現
在
に
お
い
て
も
、
仏
教
学
・
印
度
哲
学
の
研
究
者
の
間
で
知

ら
れ
て
い
る
が
、
哲
次
郎
の
「
印
度
哲
学
史
」
は
、
全
く
と
い
っ
て
よ
い
程
、
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
草
稿
は
今
西
順
吉
氏

に
よ
り
復
刻
さ
れ
初
め
て
学
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
「
わ
が
国
最
初
の
「
印
度
哲
学
史
」
講
義
（
一
）
（
二
）
ー
井
上
哲
次

郎
の
未
公
刊
草
稿
ー
」
『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
九
の
一
、
二
所
収
　
一
九
九
〇
年
。
「
わ
が
国
最
初
の
「
イ
ン
ド
哲
学
史
」

講
義
（
三
）
ー
井
上
哲
次
郎
の
未
公
刊
草
稿
ー
」
（
井
上
哲
次
郎
と
そ
の
時
代
背
景
）
『
同
前
』
四
二
の
一
所
収
　
一
九
九
三
年
。

「
漱
石
と
井
上
哲
次
郎
の
「
印
度
哲
学
史
」
講
義
」
『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第
四
号
所
収
　
一
九
九
〇
年
）
。

　
今
西
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
草
稿
は
東
京
都
立
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
第
四
（
第
八
章
と
第
九
章
）
と
第
七
（
第
一
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四
章
と
第
一
五
章
）
の
二
巻
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
構
成
か
ら
見
て
、
氏
は
「
草
稿
の
第
七
で
「
印
度
哲
学
史
」
は
完
結
し
て
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い
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
『
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
七
四
頁
）
。
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本
稿
は
円
了
の
『
外
道
哲
学
』
と
、
哲
次
郎
の
「
印
度
哲
学
史
」
草
稿
の
第
八
・
九
章
及
び
第
一
四
章
の
構
成
と
資
料
を
検
討
　
7

し
、
両
者
の
イ
ン
ド
哲
学
観
を
比
較
し
、
ひ
い
て
は
『
外
道
哲
学
』
を
我
が
国
に
お
け
る
初
期
イ
ン
ド
哲
学
研
究
史
に
位
置
づ
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
先
に
両
書
の
性
質
を
見
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
二
、
成
立

　
「
印
度
哲
学
史
」
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。
哲
次
郎
は
自
伝
の
「
助
教
授
時
代
」
に
お
い
て
「
明
治
一
七
年
二
月
に
官
命
を
帯
び
て

独
逸
に
留
学
し
た
。
独
逸
に
留
学
す
る
前
に
約
一
年
間
大
学
で
助
教
授
と
し
て
、
東
洋
哲
学
史
を
講
じ
た
。
そ
の
時
自
分
の
講
義
を

聴
い
た
者
は
十
数
人
で
あ
っ
た
が
、
殆
ど
故
人
と
な
つ
て
仕
舞
ひ
、
生
存
し
て
い
る
者
は
三
宅
雄
二
郎
氏
一
人
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ

う
。
故
人
と
し
て
は
井
上
円
了
、
棚
橋
一
郎
、
松
本
源
太
郎
、
日
高
真
実
等
が
い
る
」
（
『
井
上
哲
次
郎
自
伝
1
学
界
回
顧
録
ー
』
昭

和
四
十
八
年
十
二
月
　
冨
山
房
　
八
頁
）
と
い
っ
て
い
る
。

　
山
口
静
一
氏
の
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
井
上
円
了
」
（
講
演
）
【
資
料
】
一
の
二
「
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
学
生
（
井
上
円
了
）
の
履

修
学
科
」
に
よ
る
と
、
明
治
一
六
年
度
第
三
学
年
〔
東
京
大
学
法
理
文
学
部
一
覧
（
明
治
一
七
）
お
よ
び
東
京
大
学
第
三
年
報
に
よ

り
推
定
〕
に
は
、
哲
学
（
外
山
正
一
）
心
理
学
、
近
世
哲
学
（
フ
ェ
ノ
ロ
サ
）
カ
ン
ト
、
へ
ー
ゲ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
哲
学
、
支
那

哲
学
・
漢
文
（
中
村
正
直
）
四
書
五
経
、
印
度
哲
学
（
原
坦
山
）
『
維
摩
経
』
、
印
度
哲
学
（
吉
谷
覚
寿
）
『
八
宗
綱
要
』
『
四
教
儀
』
、

東
洋
哲
学
（
井
上
哲
次
郎
）
と
あ
る
（
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
　
く
o
一
゜
ピ
一
q
⊃
q
⊃
N
も
゜
ω
N
）
。

　
し
か
し
、
「
東
洋
哲
学
（
井
上
哲
次
郎
）
」
の
科
目
に
は
講
義
内
容
あ
る
い
は
テ
キ
ス
ト
の
記
載
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
円
了
が
聴



説解

講
し
た
〔
と
想
わ
れ
る
〕
東
洋
哲
学
の
内
容
は
解
か
ら
な
い
が
、
今
西
氏
は
哲
次
郎
の
主
著
の
一
つ
で
あ
る
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲

学
』
の
「
序
」
（
明
治
三
十
三
年
九
月
二
十
四
日
）
の
記
述
か
ら
「
井
上
哲
次
郎
の
企
図
す
る
「
東
洋
哲
学
史
」
が
日
本
の
儒
学
を

含
む
こ
と
は
本
書
「
日
本
陽
明
学
之
哲
学
」
自
身
が
示
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
「
支
那
哲
学
」
ば
か
り
か
「
印
度
哲

学
」
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
全
体
の
完
成
ま
で
に
は
今
後
な
お
十
年
余
を
必
要
と
す
る
と
述
べ
て

い
る
。
日
本
の
儒
学
に
関
す
る
著
作
は
本
書
を
含
め
て
三
部
作
を
も
っ
て
間
も
な
く
完
成
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
支
那

哲
学
や
印
度
哲
学
に
関
す
る
も
の
が
そ
の
後
に
発
表
を
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
彼
の
計
画
し
て
い
る
「
東
洋
哲
学
史
」
の

輪
郭
が
こ
れ
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
示
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
（
第
二
篇
　
三
～
四
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
一
六
年
度
に
哲
次
郎
が
担

当
し
た
「
東
洋
哲
学
」
の
内
容
は
日
本
儒
教
で
あ
っ
て
印
度
哲
学
で
は
な
か
っ
た
。

　
彼
は
六
年
十
ヵ
月
の
ド
イ
ツ
留
学
を
終
え
て
明
治
二
三
年
十
月
に
帰
朝
し
、
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
西
洋
哲
学
を
担
当
す
る
。
「
大

学
の
西
洋
哲
学
講
義
と
し
て
、
カ
ン
ト
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
哲
学
を
講
じ
た
が
、
そ
の
傍
ら
東
洋
哲
学
と
し
て
印
度
哲
学
を

凡
そ
七
年
間
に
亘
っ
て
講
義
し
た
」
。
そ
し
て
印
度
哲
学
を
講
義
す
る
に
至
っ
た
動
機
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
「
印
度
哲
学
を
講
義
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
独
逸
留
学
の
際
、
万
国
東
洋
学
会
に
出
席
し
て
各
国
の
東
洋
学
者
に
接
近
し
、

殊
に
印
度
哲
学
者
の
鐸
々
た
る
人
々
（
印
度
の
パ
ン
ヂ
ッ
ト
を
含
む
）
と
会
談
し
た
結
果
、
ど
う
し
て
も
吾
が
日
本
の
や
う
な
仏
教

国
に
於
て
は
、
日
本
の
学
者
と
し
て
、
印
度
哲
学
を
知
ら
ぬ
と
言
ふ
や
う
な
こ
と
で
は
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
か
ら
で
あ
る
。
加

之
、
宗
教
と
し
て
も
亦
仏
教
は
将
来
大
い
に
研
究
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
殊
に
日
本
に
於
て
は
、
哲
学
を
講
義
す
る
に
当
っ
て
印

度
哲
学
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
処
が
、
西
洋
哲
学
の
研
究
に
対
し
て
は
、
独
逸
の
学
者
が
種
々
の
著
述

を
公
に
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、
印
度
哲
学
に
関
し
て
は
、
未
だ
そ
の
道
が
拓
け
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
自
分
は
こ
れ
に
先
鞭
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を
つ
け
て
印
度
哲
学
を
講
義
す
る
こ
と
と
な
り
、
先
ず
仏
教
以
外
の
諸
種
の
哲
学
、
即
ち
六
派
哲
学
は
勿
論
、
そ
れ
以
外
の
諸
派
哲

学
に
亘
り
、
内
外
の
著
書
を
参
考
と
し
て
講
じ
、
最
後
に
仏
教
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
」
（
自
伝
、
四
四
頁
）
。

　
彼
は
す
で
に
ド
イ
ッ
セ
ン
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ヒ
な
ど
を
知
っ
て
い
た
が
、
万
国
東
洋
学
会
で
ビ
ユ
ー
レ
ル
、
ケ
ル
ン
、
フ
ァ
ウ
ス

ベ
ル
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ユ
ラ
ー
な
ど
の
印
度
学
者
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
、
コ
ル
ヂ
ェ
、
ヒ
ル
ト
な
ど
の
支
那
学
者
と
も
知
り
合
い
に
な

っ
て
い
る
（
自
伝
　
二
三
頁
）
。
し
か
し
、
『
自
伝
』
に
よ
っ
て
も
「
印
度
哲
学
史
」
の
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
今
西
氏
は
哲
次

郎
の
『
釈
迦
牟
尼
伝
』
（
明
治
三
五
年
初
版
）
の
「
序
」
の
記
述
か
ら
「
こ
こ
で
は
講
義
の
実
態
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
が
語
ら
れ

て
い
る
。
第
一
に
印
度
哲
学
の
講
義
は
東
洋
哲
学
史
の
一
部
分
を
な
し
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
印
度
哲
学
の
講
義
の
中
で
釈
迦
伝
を

扱
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
釈
迦
伝
は
仏
教
起
源
史
の
一
部
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
従
っ
て
印
度
哲
学
の
講
義

は
印
度
哲
学
と
仏
教
起
源
史
と
に
大
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
」
と
し
、
「
序
」
の
「
明
治
二
十
五
年
秋
か
ら
全
三
十
年
夏
に
至

る
ま
で
大
約
五
年
間
」
を
信
頼
で
き
る
時
期
と
し
て
、
『
自
伝
』
の
「
凡
そ
七
年
間
」
を
斥
け
て
い
る
（
第
二
篇
　
四
頁
）
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
哲
次
郎
の
「
印
度
哲
学
史
」
は
日
本
、
中
国
、
印
度
三
国
に
わ
た
る
壮
大
な
東
洋
哲
学
史
の
一
部
を
な
し
、
明

治
二
五
年
秋
か
ら
三
〇
年
夏
ま
で
の
約
五
年
に
わ
た
っ
て
講
義
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
草
稿
が
書
き
始
め
ら
れ

た
の
は
こ
の
時
期
よ
り
少
し
早
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
円
了
の
『
外
道
哲
学
』
は
そ
の
緒
言
に
明
言
さ
れ
て
い
る
通
り
、
著
作
の
意
図
は
「
哲
学
上
日
本
仏
教
ノ
組
織
系
統
ヲ
撰
述
」

し
、
「
仏
教
哲
学
系
統
論
」
と
し
て
著
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
主
眼
は
ど
こ
ま
で
も
仏
教
に
置
か
れ
て
い
た
。
彼
は
印
度
哲
学
を
客
観

論
（
外
道
哲
学
）
と
主
観
論
（
仏
教
哲
学
）
に
分
け
、
さ
ら
に
主
観
論
の
仏
教
哲
学
を
客
観
論
（
小
乗
）
と
主
観
論
（
大
乗
）
、
主

観
論
の
大
乗
を
唯
心
論
（
権
大
乗
）
と
理
想
論
（
実
大
乗
）
に
分
け
て
い
る
。
こ
の
分
類
を
日
本
仏
教
各
宗
に
適
用
し
て
い
る
か
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説解

ら
、
主
観
論
と
客
観
論
と
を
基
本
軸
と
し
て
日
本
仏
教
を
哲
学
的
に
論
じ
る
こ
と
を
所
期
の
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
「
仏
教
哲
学
系
統
論
」
の
構
想
は
第
一
編
の
外
道
哲
学
、
第
二
編
の
異
部
哲
学
は
イ
ン
ド
の
思
想
・
哲
学
で
あ
る
が
、
第
三
編

の
倶
舎
哲
学
か
ら
第
十
五
編
の
日
宗
哲
学
は
、
第
八
編
の
起
信
哲
学
を
除
き
、
奈
良
時
代
に
成
立
し
た
学
派
的
仏
教
と
現
今
の
宗
派

仏
教
で
あ
る
。

　
『
外
道
哲
学
』
の
草
稿
は
「
明
治
二
十
七
年
八
月
鎌
倉
成
就
院
の
小
庵
に
て
「
日
本
仏
教
哲
学
系
統
論
」
を
草
し
、
田
中
治
六
、

田
中
善
立
二
氏
之
が
筆
録
に
当
る
」
（
『
東
洋
大
学
創
立
五
十
年
史
』
五
一
四
頁
）
と
あ
る
か
ら
、
起
草
は
こ
の
時
期
よ
り
早
か
っ
た

と
思
う
。
し
か
し
、
こ
の
草
稿
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
第
一
編
の
『
外
道
哲
学
』
に

つ
い
て
も
、
明
治
二
九
年
＝
月
下
旬
に
印
刷
を
開
始
し
た
が
「
十
二
月
十
三
日
夜
俄
然
哲
学
舘
ノ
焼
失
二
会
シ
、
余
ガ
寓
居
ハ
将

二
延
焼
セ
ン
ト
シ
テ
僅
二
免
ル
ヲ
得
タ
ル
モ
、
参
考
書
類
或
ハ
焼
失
シ
或
ハ
散
失
シ
テ
何
レ
ニ
ア
ル
ヲ
知
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア

リ
」
と
い
う
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
を
著
者
が
述
べ
て
い
る
（
『
外
道
哲
学
』
一
頁
、
本
書
二
二
頁
）
か
ら
、
第
二
編
以
下
に
つ

い
て
は
尚
更
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
四
編
は
『
真
宗
哲
学
序
論
』
（
明
治
二
五
年
五
月
五
日
　
哲
学
書
院
）
、
第
一
二
編
は
『
禅
宗

哲
学
序
論
』
（
明
治
二
六
年
六
月
一
九
日
　
哲
学
書
院
）
、
第
一
五
編
は
『
日
宗
哲
学
序
論
』
（
明
治
二
八
年
三
月
一
二
日
　
哲
学
書

院
）
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
三
書
の
論
調
は
学
術
的
な
『
外
道
哲
学
』
と
は
全
く
違
い
、
論
証
も
な
く
、
文
字
通
り

「
序
論
」
で
あ
っ
た
。
果
た
し
得
な
か
っ
た
所
期
の
企
図
は
、
小
規
模
な
が
ら
、
一
般
読
者
を
対
象
と
し
た
『
日
本
仏
教
』
（
大
正
元

年
九
月
一
〇
日
　
同
文
舘
）
に
結
実
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
、
『
外
道
哲
学
』
と
「
印
度
哲
学
史
」
と
の
成
立
に
関
わ
る
思
想
的
背
景
の
相
違
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
哲
次
郎

は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
円
了
は
同
五
年
（
一
八
五
八
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
僅
か
の
期
間
の
師
弟
関
係
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（
二
九
歳
と
二
六
歳
）
に
あ
っ
た
と
は
い
え
三
歳
の
違
い
で
あ
る
か
ら
、
円
了
が
東
京
大
学
に
入
学
し
た
当
時
、
二
人
は
共
通
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

代
認
識
と
各
自
の
目
的
を
持
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
二
人
は
漢
学
、
洋
学
（
英
語
）
、
哲
学
の
道
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
幼
少
期
の
思
想
的
体
験
と
印
象
は
随
分
異
な
っ
て
い
る
。

哲
次
郎
は
医
者
の
家
に
生
ま
れ
た
が
、
医
者
に
な
る
気
は
な
く
、
八
歳
の
時
、
儒
者
の
中
村
徳
山
か
ら
『
大
学
』
や
『
中
庸
』
な
ど

の
素
読
を
習
い
、
一
四
歳
の
こ
ろ
『
論
語
』
を
読
む
に
及
び
、
『
論
語
』
に
説
い
て
あ
る
よ
う
な
こ
と
を
「
実
践
に
移
し
た
い
と
い

う
強
烈
な
欲
求
」
を
起
こ
し
た
と
い
う
（
自
伝
　
四
頁
）
。
円
了
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
真
宗
の
寺
院
に
生
ま
れ
、
一
〇

年
余
の
間
、
懸
命
に
仏
教
を
学
ん
だ
が
、
「
心
ひ
そ
か
に
仏
教
の
真
理
に
あ
ら
ざ
る
を
知
り
」
仏
教
を
誹
諺
排
斥
し
て
い
た
。
た
ま

た
ま
廃
仏
殿
釈
の
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
僧
侶
の
修
行
を
せ
ず
、
五
年
間
は
儒
学
を
学
び
、
次
に
、
友
人
に
勧
め
ら
れ
て
、
洋
学
を

学
ん
だ
。
し
か
し
、
「
洋
学
は
有
形
の
実
験
学
に
し
て
無
形
の
真
理
を
究
む
る
に
足
ら
ず
」
と
思
い
洋
学
を
や
め
た
。
仏
教
に
も
儒

教
に
も
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
彼
は
真
理
を
キ
リ
ス
ト
教
に
求
め
た
。
こ
の
時
明
治
六
年
、
彼
が
一
五
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

英
語
を
学
び
、
聖
書
を
読
も
う
と
思
っ
た
が
手
に
入
ら
ず
、
初
め
は
友
人
の
漢
訳
聖
書
を
読
み
、
遂
に
英
語
の
聖
書
を
手
に
入
れ
て

熟
読
し
た
結
果
、
キ
リ
ス
ト
教
に
も
真
理
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
（
『
仏
教
活
論
序
論
』
、
『
井
上
円
了
選
集
』
第
三
巻

三
三
六
頁
）
。

　
こ
の
回
想
に
よ
る
と
、
哲
次
郎
は
こ
れ
を
「
実
践
」
し
よ
う
と
熱
望
す
る
ほ
ど
『
論
語
』
に
感
激
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
円
了

は
冷
静
に
「
真
理
」
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
後
は
二
人
と
も
西
洋
哲
学
を
探
求
す
る
の
で
あ
る
が
、
円
了
は
西
洋
哲
学
に
「
十
数
年

来
刻
苦
し
て
渇
望
し
た
る
真
理
」
を
発
見
し
て
「
十
余
年
来
の
迷
雲
始
め
て
開
き
、
脳
中
裕
然
と
し
て
洗
う
が
ご
と
き
思
い
」
を
す

る
。
改
め
て
、
む
か
し
否
定
し
た
諸
学
を
検
討
し
た
結
果
、
仏
教
の
中
に
「
真
理
」
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
（
同
前



説解

三
三
七
頁
）
。
時
は
明
治
一
八
年
で
あ
る
。
こ
の
前
年
、
哲
次
郎
は
文
部
省
の
命
に
よ
り
ド
イ
ツ
留
学
に
旅
立
っ
て
い
る
。
哲
次
郎

は
明
治
二
一
二
年
帰
朝
後
、
主
に
、
ド
イ
ツ
哲
学
を
講
義
し
た
の
で
あ
る
が
、
印
度
哲
学
の
研
究
は
後
継
者
に
任
せ
「
自
分
は
支
那
哲

学
と
し
て
、
支
那
の
方
の
研
究
に
大
い
に
力
を
注
い
だ
」
（
自
伝
　
四
五
頁
）
。
彼
は
明
治
三
〇
年
パ
リ
の
万
国
東
洋
学
会
に
出
席
し

て
、
「
日
本
哲
学
に
関
し
て
の
講
演
」
を
し
、
帰
国
後
は
「
日
本
の
思
想
史
と
も
言
う
べ
き
も
の
を
纏
め
て
見
た
い
と
言
ふ
考
へ
が

起
こ
っ
て
来
た
の
で
、
大
学
で
も
さ
う
言
ふ
意
図
か
ら
、
日
本
の
陽
明
学
、
古
学
、
朱
子
学
、
折
衷
学
等
各
学
派
の
哲
学
に
つ
い
て

講
義
し
た
」
（
同
前
）
。
彼
の
仏
教
と
の
出
会
い
は
明
治
一
二
年
原
坦
山
の
『
大
乗
起
信
論
』
を
聴
い
た
と
き
で
あ
る
。
「
自
分
が
初

め
て
大
乗
仏
教
に
興
味
を
覚
え
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
が
、
他
に
も
自
分
と
同
様
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
勘
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
と
推
察
さ
れ
る
。
自
分
が
今
日
に
及
ん
で
も
猶
ほ
大
乗
仏
教
の
哲
学
的
研
究
を
怠
ら
な
い
の
は
、
抑
々
何
に
由
っ
て
然
る
か
と
言

へ
ば
、
固
よ
り
哲
学
と
し
て
こ
れ
に
興
味
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
興
味
を
喚
び
起
こ
さ
せ
た
も
の
は
、
蓋
し
坦
山
氏
で
あ

る
」
と
い
う
（
同
前
　
七
頁
）
。
彼
に
と
っ
て
仏
教
は
終
始
知
的
対
象
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
円
了
の
場
合
は
こ
れ
と
対
照
的
で
あ

る
。　

円
了
は
「
哲
学
上
に
於
け
る
余
の
使
命
」
に
お
い
て
、
珍
し
く
個
人
的
心
情
を
述
べ
て
い
る
。
「
余
の
信
仰
に
就
て
一
言
し
て
置

き
た
い
。
其
信
仰
を
自
白
す
れ
ば
、
表
面
に
は
哲
学
宗
を
信
じ
、
裏
面
に
は
真
宗
を
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
人
或
は
信
仰
に
二
途
あ

る
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
で
あ
ろ
う
も
、
余
は
信
仰
其
物
に
も
表
裏
両
面
が
あ
る
と
思
ふ
。
已
に
我
心
に
知
情
両
面
あ
る
が
如
く
、
信
仰

に
も
や
は
り
此
両
面
が
出
来
る
や
う
に
な
る
。
之
と
同
時
に
其
体
は
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
哲
学
宗
の
立
て
方
を
裏
面
よ
り
眺
む
れ
ば

忽
ち
真
宗
と
な
り
て
現
れ
て
来
る
。
も
と
よ
り
真
宗
に
限
る
と
い
ふ
訳
で
は
な
い
。
…
…
其
中
余
は
生
来
の
因
縁
に
よ
り
、
幼
時
に

信
仰
の
根
抵
を
真
宗
の
地
盤
に
植
付
け
て
あ
る
か
ら
、
我
が
心
眼
に
は
真
宗
と
な
っ
て
現
る
る
の
で
あ
る
」
（
『
東
洋
哲
学
』
第
二
六
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編
二
号
　
大
正
八
年
二
月
、
石
川
義
昌
編
『
哲
学
堂
案
内
』
昭
和
一
六
年
十
月
　
五
八
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
両
者
の
仏
教
観
は
根
本
的
に
違
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
哲
次
郎
に
あ
っ
て
は
、
仏
教
は
知
（
理
性
）
の
対
象
で

あ
り
、
円
了
に
と
っ
て
仏
教
は
真
理
の
対
象
（
哲
学
宗
）
で
も
あ
れ
ば
信
仰
の
対
象
（
真
宗
）
で
あ
っ
て
、
両
者
は
表
裏
一
体
な
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
両
者
の
著
作
態
度
も
当
然
違
っ
て
く
る
。
哲
次
郎
の
「
印
度
哲
学
史
」
は
日
本
儒
学
、
中
国
哲
学
、
印
度
哲

学
と
い
う
東
洋
哲
学
の
発
想
が
動
機
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
全
体
と
し
て
一
貫
し
た
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
得
な
い
。
円
了
の
場
合

は
、
前
述
の
通
り
、
『
外
道
哲
学
』
を
日
本
仏
教
哲
学
の
系
統
論
に
お
け
る
序
論
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
か
ら
、
思
想
的
一
貫
性

が
失
わ
れ
て
い
な
い
。

　
と
は
い
え
、
二
人
は
広
義
の
明
治
文
明
開
化
期
（
明
治
五
・
六
年
～
明
治
二
〇
年
、
狭
義
に
は
明
治
十
年
前
後
ー
高
坂
正
顕
説
）
、

或
は
こ
れ
と
重
な
る
啓
蒙
思
想
期
に
青
少
年
時
代
を
生
き
、
同
じ
様
な
教
育
を
受
け
て
成
長
し
た
の
で
あ
る
が
、
二
人
が
自
立
し
た

頃
は
、
既
に
、
啓
蒙
思
想
家
た
ち
の
使
命
は
終
り
、
色
川
大
吉
氏
の
い
う
明
治
青
年
の
第
二
世
代
の
時
代
で
あ
っ
た
。
二
人
が
体
験

し
た
大
き
な
思
想
的
変
化
は
啓
蒙
思
想
に
対
す
る
反
動
思
想
の
台
頭
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
象
徴
的
な
例
は
加
藤
弘
之
の
天
賦
人
権
思
想
か
ら
進
化
論
へ
の
思
想
的
転
向
（
明
治
一
二
年
の
『
真
政
大
意
』
な
ど
三
部
作

の
絶
版
か
ら
明
治
十
五
年
の
『
人
権
新
説
』
の
出
版
へ
）
、
明
治
一
六
年
四
月
か
ら
の
東
京
大
学
に
お
け
る
邦
語
で
の
授
業
、
明
治

一
八
年
二
月
の
和
漢
文
学
科
の
設
置
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
藤
は
『
経
歴
談
』
（
明
治
二
九
年
）
で
自
分
に
対
す
る
攻

撃
を
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
加
藤
は
も
っ
ぱ
ら
欧
米
の
学
問
を
取
る
こ
と
の
み
に
偏
し
て
、
和
漢
の
学
を
粗
略
に
す
る
こ
と

は
な
は
だ
し
。
大
学
に
お
い
て
和
文
学
・
漢
文
学
を
講
ぜ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
も
、
そ
は
た
だ
歴
史
・
文
章
等
を
教
う
る
に
と
ど
ま
り

て
、
わ
が
邦
の
国
体
ま
た
は
シ
ナ
聖
賢
の
道
徳
を
教
う
る
方
法
と
て
は
た
え
て
備
わ
り
お
ら
ず
。
云
々
」
（
『
日
本
の
名
著
』
三
四
、
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説解

四
九
一
頁
）
。
こ
れ
に
応
え
て
、
彼
は
「
大
学
に
て
は
、
哲
学
科
シ
ナ
哲
学
と
て
孔
・
孟
の
経
学
等
を
教
え
、
ま
た
和
漢
文
学
科
に

て
は
も
っ
ぱ
ら
和
漢
古
代
の
文
学
を
教
え
、
史
学
科
に
て
は
も
と
よ
り
和
漢
の
史
学
を
教
う
る
こ
と
な
れ
ば
、
そ
の
中
に
て
わ
が
国

体
も
シ
ナ
聖
賢
の
道
徳
も
、
み
な
こ
れ
を
学
習
せ
し
む
る
の
道
は
備
わ
り
お
り
し
な
り
」
と
い
う
（
同
前
）
。

　
哲
次
郎
は
明
治
十
三
年
東
大
文
学
部
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
し
、
明
治
十
五
年
文
学
部
哲
学
科
助
教
授
に
就
任
し
、
円
了
は
明
治

十
四
年
九
月
に
入
学
し
、
明
治
一
八
年
第
六
期
の
卒
業
で
あ
る
か
ら
、
加
藤
の
思
想
的
転
向
や
大
学
に
お
け
る
学
科
改
編
を
直
接
目

の
当
た
り
に
し
て
い
る
。
こ
の
共
通
の
体
験
が
二
人
の
研
究
に
影
響
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

　
二
人
は
啓
蒙
思
想
家
た
ち
と
は
違
い
、
「
大
本
（
実
在
）
を
講
究
」
す
る
「
哲
学
士
」
た
る
自
覚
を
も
っ
て
い
た
。
哲
次
郎
は
明

治
一
四
年
で
口
頭
発
表
し
、
後
『
学
芸
志
林
』
に
掲
載
し
た
と
い
う
『
倫
理
新
説
』
（
明
治
一
六
年
刊
）
の
中
で
「
時
ノ
古
今
ヲ
問

ワ
ズ
、
洋
ノ
東
西
ヲ
論
ゼ
ズ
、
荷
も
公
平
ノ
眼
ヲ
以
テ
宇
宙
ノ
解
釈
ヲ
求
メ
シ
者
ハ
、
必
ズ
萬
有
成
立
ヲ
奉
信
セ
リ
。
唯
其
名
ヲ
異

ニ
ス
ル
ノ
ミ
。
孔
丘
ノ
徒
ハ
之
ヲ
太
極
ト
日
ヒ
、
老
聰
ハ
之
ヲ
無
名
ト
云
ヒ
、
荘
周
ハ
之
ヲ
無
無
ト
云
ヒ
、
列
子
ハ
之
ヲ
疑
独
ト
云

ヒ
、
釈
迦
ハ
之
ヲ
如
来
蔵
ト
云
ヒ
、
ゼ
ノ
ブ
ハ
ニ
ー
ス
氏
ハ
之
ヲ
泰
一
ト
云
ヒ
、
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
（
『
明
治
文
化
全
集
．
思

想
編
』
四
二
二
頁
）
。

　
円
了
は
こ
れ
を
熟
読
し
た
よ
う
で
あ
る
。
『
哲
学
一
夕
話
・
第
一
編
・
序
』
（
明
治
十
九
年
）
で
、
丁
氏
に
「
哲
学
は
孔
孟
の
学
の

ご
と
き
浅
近
の
も
の
に
あ
ら
ず
。
わ
れ
か
つ
て
井
上
哲
次
郎
氏
の
倫
理
新
説
を
読
み
、
哲
学
の
高
尚
な
る
に
驚
け
り
」
と
語
ら
せ
て

い
る
（
『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
巻
　
三
三
頁
）
。
『
同
・
第
二
編
・
序
』
で
円
了
は
「
も
し
こ
れ
（
道
の
本
体
・
筆
者
）
に
与
う
る

に
太
極
の
名
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
彼
は
易
説
を
と
る
も
の
な
り
と
い
い
、
こ
れ
に
与
う
る
に
真
如
の
名
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
彼
は
仏

説
に
よ
る
も
の
な
り
と
い
い
、
こ
れ
に
名
付
く
る
に
無
名
無
宰
の
語
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
彼
は
老
荘
を
ま
な
ぶ
も
の
な
り
と
い
い
、
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本
質
の
名
称
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
徒
な
り
と
い
い
、
…
…
不
可
知
的
の
名
称
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
の
論

を
述
ぶ
る
も
の
な
り
と
い
う
べ
し
」
と
い
っ
て
い
る
（
同
前
　
四
八
頁
）
。
こ
れ
は
「
円
了
」
と
い
う
彼
の
名
と
同
じ
語
を
も
っ
て

「
道
の
本
体
」
を
表
す
の
は
不
遜
で
は
な
い
か
と
い
う
非
難
に
答
え
た
文
章
の
前
段
で
あ
る
が
、
哲
次
郎
と
同
じ
く
実
在
的
観
念
の

概
念
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
高
坂
正
顕
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
無
造
作
な
折
衷
説
を
排
し
、
も
っ
と
論
理
的
で
あ
る
こ
と
を

哲
学
に
要
求
す
る
こ
と
は
大
西
祝
の
批
判
主
義
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
二
人
は
旧
時
代
を
脱
し
切
れ
て
い
な

か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
し
か
し
二
人
と
も
、
啓
蒙
思
想
家
と
違
い
、
こ
の
両
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
イ
ン
ド
哲
学
の
体
系
化
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
は
確

実
に
見
て
取
れ
よ
う
。
哲
次
郎
の
「
印
度
哲
学
史
」
に
は
仏
教
文
献
に
見
ら
れ
な
い
諸
説
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外

の
哲
学
説
で
は
、
円
了
の
『
外
道
哲
学
』
と
共
通
す
る
多
く
の
仏
教
文
献
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
次
節
で
こ
の
比
較
を
通
し
て
、
両

書
の
共
通
点
を
見
て
ゆ
き
た
い
。
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三
、
「
印
度
哲
学
史
」
と
「
外
道
哲
学
」
の
比
較

　
今
西
教
授
の
調
査
の
通
り
哲
次
郎
の
「
印
度
哲
学
史
」
は
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
五
、
第
六
冊
の
草
稿
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い

の
で
全
体
の
構
成
は
不
明
で
あ
る
。
不
明
の
部
分
の
各
章
は
第
一
～
第
七
章
（
第
一
～
第
三
冊
）
、
第
十
～
第
十
三
章
（
第
五
、
六

冊
）
で
あ
る
が
、
各
章
の
主
題
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
後
に
示
す
各
論
の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
外
道
哲
学
』
（
以
下

〔
外
〕
と
略
す
）
の
構
成
と
「
印
度
哲
学
史
」
（
以
下
〔
哲
〕
と
略
す
）
の
構
成
は
非
常
に
似
て
い
る
。

　
特
に
目
立
つ
点
と
い
え
ば
、
〔
哲
〕
は
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
（
摩
施
婆
）
の
『
サ
ル
ヴ
ァ
・
ダ
ル
シ
ャ
ナ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ
』
を
資
料
と
し



説解

て
哲
学
派
を
立
て
、
哲
学
説
、
特
に
ニ
ヤ
ー
ヤ
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
に
関
し
て
は
西
洋
の
研
究
成
果
を
採
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
〔
外
〕
は
「
西
洋
所
伝
」
と
し
て
こ
れ
ら
西
洋
の
研
究
成
果
を
無
視
す
る
立
場
を
堅
持
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
〔
哲
〕
一
四

章
二
項
の
十
二
～
二
十
一
は
無
視
し
、
ま
た
「
四
大
外
道
」
に
つ
い
て
「
哲
学
上
西
洋
所
伝
ノ
六
大
学
派
中
ノ
首
領
タ
ル
ベ
キ
モ

ノ
ハ
、
僧
怯
、
毘
世
史
迦
、
吠
檀
多
ノ
三
大
学
派
ナ
ル
ベ
シ
、
之
ヲ
仏
教
所
伝
ノ
上
ニ
テ
云
ヘ
バ
数
論
、
勝
論
、
声
論
（
若
ク
ハ
毘

陀
論
師
外
道
）
ノ
三
大
学
派
ナ
リ
、
其
中
声
論
ハ
客
観
論
中
ノ
複
元
論
ト
シ
テ
論
ジ
タ
レ
バ
、
此
二
主
観
論
中
ノ
複
元
論
ト
シ
テ
数

論
勝
論
ノ
ニ
大
派
並
二
尼
健
子
若
提
子
ノ
ニ
派
ヲ
論
ゼ
ン
ト
欲
ス
」
（
四
六
三
頁
、
本
書
五
四
〇
頁
）
と
し
、
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
と

ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
を
無
視
し
て
い
る
。
〔
哲
〕
は
第
十
四
章
・
第
三
に
六
派
哲
学
の
名
称
を
挙
げ
、
さ
ら
に
同
・
第
十
五
に
マ
ー
ダ

ヴ
ァ
説
を
挙
げ
て
、
問
題
の
「
シ
ャ
ー
ン
カ
ラ
・
ダ
ル
シ
ャ
ナ
」
（
〔
哲
〕
吠
施
派
）
に
つ
い
て
「
吠
檀
達
派
ハ
別
二
著
作
ス
ル
所
ア

ル
ノ
故
ヲ
以
テ
唯
唯
名
称
ノ
ミ
ヲ
存
セ
リ
」
と
カ
ウ
エ
ル
の
英
訳
か
ら
の
引
用
を
載
せ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
以
下
の
比
較
に
お
い
て
欠
落
し
た
章
の
主
題
を
推
定
し
た
。
こ
の
比
較
で
は
〔
哲
〕
の
記
述
を
主
と
し
、

〔
外
〕
の
対
応
す
る
節
を
挙
げ
る
。
〔
哲
〕
は
第
十
四
章
（
各
ノ
哲
学
派
）
の
構
成
を
第
一
項
と
第
二
項
と
し
、
各
項
は
た
だ
通
し
番

号
に
従
っ
て
記
述
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
彼
は
西
洋
に
お
け
る
研
究
成
果
を
僅
か
な
が
ら
取
り
入
れ
て
い
る
。
円
了
は
第
三
十

五
節
（
本
論
ノ
篇
目
）
に
お
い
て
、
「
本
論
」
を
総
論
（
第
二
篇
）
・
各
論
（
第
三
篇
～
六
篇
）
・
結
論
（
第
七
篇
）
と
し
、
総
論
で

哲
学
派
の
分
類
を
論
じ
、
各
論
で
哲
学
説
を
主
観
・
客
観
に
分
け
、
さ
ら
に
各
々
を
単
元
論
・
複
元
論
に
分
け
て
い
る
。
「
哲
学
派
」

の
分
類
に
際
し
て
、
両
人
と
も
に
「
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
」
（
優
波
尼
沙
土
・
優
波
尼
薩
土
）
文
献
群
を
イ
ン
ド
哲
学
の
源
泉
と
し
て

い
る
が
、
哲
次
郎
は
「
歴
史
二
徴
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
キ
ガ
故
」
、
円
了
は
「
支
那
二
訳
述
セ
サ
リ
シ
ヲ
以
テ
」
、
哲
学
派
と
の
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
し
て
い
る
。
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「
印
度
哲
学
史
」

第
一
章
～
第
七
章
（
欠
）

（
叙
論
、
五
明
、
四
毘
陀
か
）

第
八
章
　
尼
夜
耶
学
派
（
一
～
十
節
）

第
九
章
　
衛
世
師
学
派
即
チ
勝
論
派
（
一
～
十
七
節
）

第
十
章
～
第
十
三
章
（
欠
）

（
数
論
、
頚
曼
薩
、
楡
伽
、
吠
檀
達
か
）

第
十
四
章
　
各
種
の
哲
学
派

第
一
項
叙
論
〔
哲
学
派
ノ
分
類
〕

　
第
一
、
九
十
六
派
ト
ス
ル
ノ
説

第
一
篇

　
第
一
章

　
第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

　
第
五
章

　
第
六
章

〔
第
六
篇

　
第
一
章

　
第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

『
外
道
哲
学
』

緒
論印

度
論

四
姓
論

五
明
論

声
明
論
（
第
十
六
～
二
十
二
節
）

因
明
論
（
第
二
十
三
～
二
十
九
節
）

毘
陀
論
（
第
三
十
～
三
十
二
節
）

主
観
的
複
元
論
〕

四
大
外
道
総
論

尼
健
子
・
若
提
子
外
道
論
（
第
百
八
～
百
十
一
節
）

勝
論
外
道
論
（
第
百
十
二
～
百
十
七
節
）

数
論
外
道
論
（
第
百
十
八
～
百
二
十
五
節
）

第
二
篇
　
総
論

　
第
一
章
　
外
道
分
類
論

　
　
第
四
十
五
節
　
九
十
五
種
或
ハ
九
十
六
種
外
道
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解説
　
第
二
、
九
十
五
派
ト
ス
ル
ノ
説

　
第
三
、
六
派
ト
ス
ル
ノ
説

　
第
四
、
三
十
派
ト
ス
ル
ノ
説

　
第
五
、
十
六
派
ト
ス
ル
ノ
説

　
第
六
、
十
三
派
ト
ス
ル
ノ
説

　
第
七
、
二
十
派
ト
ス
ル
ノ
説

　
第
八
、
四
派
ト
ス
ル
ノ
説

　
第
九
、
六
派
ト
ス
ル
ノ
説

　
第
十
、
十
八
派
ト
ス
ル
ノ
説

　
第
十
一
、
十
派
ト
ス
ル
ノ
説

第
二
項
　
各
哲
学
派
の
主
義

　
第
一
、
　
地
論
師
派

　
第
二
、
　
服
水
論
師
派

　
第
三
、
　
火
論
師
派

　
第
四
、
　
風
仙
論
師
派

　
第
五
、
　
口
力
論
師
派

　
第
六
、
　
時
論
師
派

＊第
三
篇 同

前
第
四
十
四
節

第
四
十
八
節

第
四
十
三
節

第
四
十
四
節

第
四
十
一
節

第
四
十
二
節

第
四
十
三
節

第
四
十
八
節

　
　
各
論
第
一

第
五
十
七
節

第
五
十
八
節

第
五
十
九
節

第
六
十
節

第
六
十
五
節

第
六
十
七
節 尼

耶
也
学
派
即
チ
因
明
学
派

二
十
種
及
三
十
種
外
道

八
計
及
十
六
計
（
二
五
一
頁
）

十
一
種
乃
至
十
八
種
外
道

二
十
種
及
三
十
種
外
道

四
種
外
道

六
師
外
道

十
一
種
乃
至
十
八
種
外
道

八
計
及
十
六
計
（
二
四
六
頁
）

　
客
観
的
単
元
論

地
論

水
論

火
論

風
論

虚
空
論

時
論

719



第
七
、
　
方
論
師
派

第
八
、

第
九
、

第
十
、

第
十
一
、

第
十
二
、

第
十
三
、

第
十
四
、

第
十
五
、

第
十
六
、

第
十
七
、

第
十
八
、

無
因
論
師
派

本
生
安
茶
論
師
派

研
婆
迦
派

若
提
子
派

波
禰
尼
派

毘
湿
奴
派

藍
摩
奴
閣

冨
楼
那
般
若
派

晒
娑
派

波
輪
鉢
多
派

波
利
伐
羅
勺
迦
派

　
　
第
六
十
六
節
　
方
論

第
四
篇
　
各
論
第
二
　
客
観
的
複
元
論

　
　
第
八
十
五
節
　
無
因
外
道

　
　
第
八
十
二
節
　
安
茶
論
師
計

　
　
第
六
十
一
節
　
順
世
外
道

　
　
第
百
十
節
　
　
若
提
子
外
道

　
　
第
百
十
一
節
　
苦
行
外
道

第
五
篇
　
各
論
第
三
　
主
観
的
単
元
論

第
七
篇
　
結
論

第
一
章
外
道
諸
派
結
論
（
第
百
二
十
六
～
百
二
十
九
節
）

第
八
十
節

第
六
十
四
節

第
六
十
四
節

摩
醗
首
羅
論
師
計

獣
主

遍
出
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第
十
九
、
波
藍
底
耶
毘
閣
那
派

　
第
二
十
、
羅
斯
湿
伐
羅
派

　
第
二
十
一
、
婆
伽
婆
多
派

第
十
五
章
　
印
度
哲
学
の
総
評

説解

　
　
　
　
　
　
　
四
、
学
派
の
分
類
に
使
用
し
た
漢
訳
経
論

　
第
十
四
章
に
関
し
て
は
二
人
と
も
に
漢
訳
経
論
を
資
料
と
し
て
論
述
し
て
い
る
。
特
に
円
了
は
著
述
目
的
か
ら
し
て
当
然
で
あ

る
。
彼
は
第
三
十
四
節
（
蔵
経
中
ノ
外
道
論
書
）
に
お
い
て
、
「
其
他
専
ラ
外
道
ノ
種
類
及
其
主
義
ヲ
掲
ゲ
テ
之
ヲ
論
破
シ
タ
ル
モ

ノ
ニ
、
提
婆
ノ
外
道
小
乗
四
宗
論
、
井
外
道
小
乗
浬
薬
論
ア
リ
。
是
レ
明
蔵
大
乗
論
ノ
部
門
中
二
出
ズ
。
若
シ
経
論
疏
釈
中
二
往
々

外
道
ノ
事
ノ
散
在
セ
ル
モ
ノ
ニ
至
テ
ハ
幾
多
ア
ル
ヲ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
述
べ
て
、
主
な
経
論
四
十
三
種
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は

「
外
道
哲
学
参
考
引
用
書
目
」
（
七
～
二
十
頁
、
本
書
二
四
～
三
七
頁
）
に
挙
げ
る
六
百
五
十
一
種
の
一
割
に
も
満
た
な
い
が
、
彼
は

「
往
々
散
見
」
（
二
種
）
と
か
「
散
見
」
（
七
種
）
と
附
記
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
利
用
状
況
が
判
る
。
し
か
し
、
第
八
章
「
尼
夜
耶

学
派
」
、
第
九
章
「
衛
世
師
学
派
即
ち
勝
論
派
」
で
は
事
情
が
異
な
る
。
哲
次
郎
は
西
洋
の
成
果
を
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
〔
外
〕
が
利
用
し
た
経
論
は
種
類
が
多
い
の
で
、
〔
哲
〕
が
利
用
し
た
経
論
を
中
心
に
し
て
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
利

用
し
た
経
論
が
〔
哲
〕
と
〔
外
〕
が
同
一
で
あ
る
場
合
は
〔
外
〕
を
付
け
、
同
じ
経
論
で
あ
っ
て
も
、
引
用
が
違
う
場
合
は
〔
外
〕

は
付
け
な
い
。

　
　
　
第
四
冊
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第
八
章
　
尼
夜
耶
学
派
　
　
〔
外
〕
一
二
八
～
一
六
七
頁
（
本
書
一
五
三
～
一
八
七
頁
）

　
第
一
節
は
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
の
通
説
ー
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
は
ニ
ヤ
ー
ヤ
よ
り
派
生
し
た
の
で
、
学
者
は
こ
の
両
学
派
を

一
学
派
と
し
て
取
り
扱
う
ー
を
否
定
し
て
〔
外
〕
、
「
尼
夜
耶
ハ
論
法
ヲ
明
ラ
カ
ニ
ス
ル
ヲ
主
ト
ス
ル
ガ
故
一
二
箇
ノ
哲
学
組
織
ト
云

ウ
ヨ
リ
寧
ロ
諸
学
二
必
要
ナ
ル
方
法
論
ヨ
o
子
o
α
巳
o
o
q
k
ナ
リ
、
然
ル
ニ
衛
世
師
ハ
一
種
ノ
物
理
的
世
界
観
ニ
シ
テ
自
ラ
哲
学
組
織

ヲ
成
セ
リ
」
と
明
確
に
区
別
し
、
両
者
の
前
後
関
係
に
関
し
て
、
西
洋
学
者
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
二
節
は
学
派
創
始
者
「
ゴ
タ
マ
」
に
つ
い
て
、
多
く
西
洋
の
学
説
を
引
く
が
、
因
明
論
大
疏
巻
一
「
劫
初
足
目
創
標
真
似
」
を

引
く
〔
外
〕
。

　
第
三
節
は
、
ま
ず
、
「
ゴ
タ
マ
」
も
「
カ
ナ
ー
ダ
」
も
議
論
の
定
式
と
し
て
「
叙
述
、
定
義
、
研
顧
」
を
基
礎
と
す
る
が
、
尼
夜

耶
派
の
特
徴
と
し
て
十
六
諦
（
ス
ー
ト
ラ
一
・
一
・
一
）
列
挙
し
、
さ
ら
に
百
論
疏
の
記
述
と
比
較
し
て
い
る
。

　
第
四
節
は
十
六
諦
中
の
第
一
「
量
諦
」
、
つ
ま
り
プ
ラ
マ
ー
ナ
の
四
量
〔
外
〕
を
金
七
十
論
の
サ
ー
ン
キ
ャ
説
と
比
較
し
て
、
「
讐

喩
量
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
五
節
で
は
「
比
量
」
を
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
推
測
式
ト
相
類
ス
」
と
し
て
、
五
支
分
法
の
名
称
を
示
し
〔
外
〕
、
そ
の
具
体

例
（
ス
ー
ト
ラ
一
二
・
三
十
二
）
を
挙
げ
る
。

　
第
六
節
は
十
六
諦
中
の
第
二
「
対
象
」
（
所
量
）
の
十
二
（
ス
ー
ト
ラ
一
・
一
・
九
）
を
列
挙
し
〔
外
〕
、
各
項
目
を
解
説
し
て
い

る
。
そ
う
し
て
、
四
量
（
ス
ー
ト
ラ
一
・
一
・
三
）
を
解
説
し
、

　
第
七
節
の
「
九
句
」
、
「
十
四
過
類
」
に
繋
げ
て
い
る
。
「
九
句
」
の
創
始
者
が
「
足
目
」
で
あ
る
こ
と
を
前
出
の
因
明
論
大
疏
の

句
〔
外
〕
、
慧
晃
の
因
明
三
十
三
過
本
作
法
纂
解
巻
上
〔
外
〕
、
因
明
正
理
門
論
に
よ
り
検
証
し
、
「
九
句
因
」
〔
外
〕
（
宗
．
因
．
喩
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中
、
因
の
正
不
正
の
判
断
）
を
解
説
し
て
い
る
。

　
　
　
第
八
節
で
、
因
明
正
理
門
論
、
因
明
大
疏
巻
二
に
よ
り
「
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
」
（
声
顕
・
声
生
）
八
派
の
説
を
論
駁
す
る
具

　
　
体
例
を
挙
げ
る
。

　
　
　
第
九
節
は
「
反
対
者
ノ
過
誤
ヲ
発
見
ス
ル
」
十
四
過
類
を
因
明
正
理
門
論
の
名
称
に
従
っ
て
解
説
す
る
。

　
　
　
第
十
節
は
因
明
説
に
言
及
し
て
い
る
漢
訳
経
論
ー
瑞
源
記
巻
一
、
解
深
密
経
巻
五
、
方
便
心
論
、
顕
揚
論
、
雑
集
論
、
如
実
論

　
　
〔
外
〕
を
挙
げ
る
。
次
い
で
、
陳
那
の
弟
子
商
掲
羅
主
（
天
主
）
の
因
明
入
正
理
論
〔
外
〕
に
触
れ
、
そ
の
後
の
中
国
、
日
本
に
お

　
　
け
る
因
明
の
展
開
を
「
瑞
源
記
（
寛
永
年
間
二
成
ル
）
ノ
終
二
載
ス
ル
所
ノ
書
目
ヲ
見
ル
ニ
、
印
度
人
ノ
著
二
係
ル
モ
ノ
、
十
六

　
　
部
、
支
那
人
ノ
著
二
係
ル
モ
ノ
五
十
九
部
、
日
本
人
ノ
著
二
係
ル
モ
ノ
、
八
十
四
部
ア
リ
、
又
東
域
伝
燈
録
二
和
漢
因
明
ノ
書
類
九

　
　
十
八
種
ヲ
録
セ
リ
、
此
レ
ニ
由
リ
テ
因
明
学
ノ
一
時
和
漢
ニ
モ
頗
ル
盛
ナ
リ
シ
ヲ
察
知
ス
ル
ヲ
得
ベ
キ
ナ
リ
」
と
、
述
べ
て
い
る
。

　
　
こ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
哲
次
郎
は
西
洋
の
成
果
と
学
説
に
重
点
を
置
い
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　
　
　
円
了
は
「
尼
耶
也
学
派
」
を
仏
教
の
「
所
謂
因
明
学
派
」
と
規
定
し
て
、
医
方
明
（
十
四
節
）
、
工
巧
明
（
十
五
節
）
、
声
明
（
十

　
　
六
～
二
十
二
節
）
、
因
明
（
二
十
三
～
二
十
九
節
）
、
内
明
（
毘
陀
論
　
三
十
～
三
十
三
節
）
の
五
明
の
一
つ
と
し
て
、
因
明
を
取
り

　
　
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
観
点
を
異
に
す
る
。
円
了
と
て
西
洋
の
学
説
に
触
れ
て
い
る
が
、
「
余
ハ
因
明
大
疏
六
巻
（
窺
基
）
、
因
明

　
　
義
断
一
巻
（
慧
沼
）
、
因
明
纂
要
一
巻
（
慧
沼
）
、
因
明
疏
前
記
二
巻
（
智
周
）
、
同
後
記
二
巻
（
智
周
）
、
直
解
、
直
疏
、
因
明
大
疏

説
　
裏
書
三
巻
（
明
詮
）
、
因
明
明
燈
抄
十
二
巻
（
善
珠
）
、
因
明
論
俗
詮
一
巻
（
善
範
）
、
因
明
大
疏
抄
十
巻
（
善
俊
）
、
因
明
瑞
源
記
八

　
　
巻
（
鳳
潭
）
、
因
明
四
相
違
註
解
、
同
私
記
、
因
明
三
十
三
過
本
作
法
纂
解
（
慧
晃
）
、
同
輯
釈
四
巻
（
悦
仙
）
、
因
明
纂
解
鼓
攻
三

解　
　
巻
（
林
常
）
等
ノ
数
書
ヲ
参
照
シ
テ
僅
二
其
一
端
ヲ
開
陳
セ
ル
ニ
過
ギ
ズ
」
と
、
徹
底
し
て
伝
統
的
因
明
の
解
説
に
終
始
し
、
古
因
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明
と
新
因
明
（
第
二
十
六
節
）
の
相
違
、
三
支
作
法
（
第
二
十
七
節
）
、
三
十
三
過
（
第
二
十
八
節
）
を
主
題
と
し
て
い
る
。
最
後

の
二
十
九
節
（
東
西
論
理
の
異
同
）
で
は
〔
哲
〕
と
同
じ
く
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
演
繹
法
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
が
、
「
印
度
ハ
之

ヲ
実
際
的
二
応
用
シ
、
西
洋
ハ
之
ヲ
理
論
的
二
講
究
シ
タ
ル
ノ
異
同
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
、
換
言
ス
レ
バ
印
度
ハ
甲
乙
対
論
者
ア
リ
テ
、

一
問
題
ノ
勝
敗
ヲ
決
ス
ル
ニ
当
リ
、
己
ヲ
立
テ
テ
他
ヲ
排
セ
ン
ト
ス
ル
場
合
二
此
法
ヲ
応
用
セ
リ
、
然
ル
ニ
西
洋
ニ
テ
ハ
対
論
者
ノ

有
無
二
拘
ラ
ズ
、
広
ク
一
真
理
ヲ
論
定
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ト
キ
ニ
、
必
ズ
此
法
ニ
ヨ
リ
テ
其
真
偽
ヲ
謹
明
ス
ル
ナ
リ
」
と
、
そ
の
機
能

に
関
す
る
自
ら
の
判
断
を
く
だ
し
て
い
る
。

　
　
　
第
九
章
　
衛
世
師
学
派
即
チ
勝
論
派
　
　
〔
外
〕
四
九
一
～
五
一
八
頁
（
本
書
五
七
八
～
六
〇
七
頁
）

　
こ
の
章
に
入
る
と
〔
哲
〕
は
近
代
イ
ン
ド
学
の
成
果
を
前
章
に
も
増
し
て
活
用
す
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ロ
ー
マ
字
に
加
え

て
、
デ
ー
ヴ
ァ
・
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字
が
現
れ
る
。
資
料
と
し
て
↓
庁
o
＜
巴
・
・
o
ω
巨
書
＞
9
0
「
言
日
o
木
×
餌
弔
豊
靭
一
゜
。
べ
P
ロ
窪
胃
o
ω

（白n

C
冨
日
言
旨
と
B
。
・
言
『
①
二
昌
甲
z
鋤
「
曾
増
①
－
↓
自
訂
℃
呂
6
ぎ
①
8
）
〔
こ
れ
は
ガ
ウ
フ
Ω
8
θ
q
庁
の
英
訳
に
注
釈
の
大
要
を

付
け
た
も
の
で
あ
る
〕
、
参
考
書
と
し
て
呂
o
邑
6
「
綱
芭
品
∋
ω
の
ヲ
9
き
乞
団
ω
全
○
β
呂
巳
「
の
o
力
碧
。
・
ζ
詳
↓
Φ
×
戸
く
o
二
＝
な
ど
欧

文
の
も
の
が
増
え
る
。
解
説
に
は
ス
ー
ト
ラ
頒
を
「
衛
世
師
経
」
と
し
て
用
い
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
ミ
シ
ュ
ラ
の
註
と
ジ
ャ
ヤ
ナ
ー
ラ
ー

ヤ
ナ
複
註
を
ふ
ん
だ
ん
に
引
い
て
い
る
。
し
か
し
、
論
証
、
検
証
に
当
た
っ
て
は
漢
訳
資
料
に
よ
る
こ
と
は
一
貫
し
て
い
る
。

　
第
一
節
は
ス
ー
ト
ラ
の
著
者
カ
ナ
ー
ダ
を
主
題
と
す
る
。
そ
の
漢
訳
の
名
前
、
年
代
、
出
身
地
な
ど
を
唯
識
疏
巻
一
末
、
大
乗
成

業
論
、
玄
応
音
義
巻
廿
四
、
唯
識
述
記
（
〔
外
〕
）
、
止
観
輔
行
（
〔
外
〕
）
、
百
論
疏
（
〔
外
〕
）
に
よ
り
検
証
し
て
い
る
。

　
第
二
節
は
前
掲
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
英
訳
、
漢
訳
テ
キ
ス
ト
・
慧
月
の
勝
宗
十
句
義
論
一
巻
、
漢
訳
テ
キ
ス
ト
の
中

国
・
日
本
に
お
け
る
注
釈
書
、
参
考
書
（
〔
哲
〕
は
十
一
本
、
〔
外
〕
は
八
本
）
を
挙
げ
る
。
こ
の
中
〔
哲
〕
、
〔
外
〕
と
も
に
最
良
の
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説解

書
と
し
て
い
る
の
は
、
林
常
の
十
句
義
論
決
揮
五
巻
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
第
三
節
は
句
義
の
意
味
、
次
に
六
句
義
と
十
句
義
の
名
称
に
つ
い
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
英
訳
、
漢
音
写
を
挙
げ
る
。
六
句
の

名
称
と
漢
音
写
は
、
〔
外
〕
に
よ
る
と
、
止
観
輔
行
（
〔
外
〕
）
、
倶
舎
恵
暉
抄
（
〔
外
〕
）
に
依
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
実
、
徳
、
業

の
三
句
は
仏
教
で
い
う
躰
・
相
・
用
に
相
当
す
る
と
す
る
〔
外
〕
。
第
七
句
の
無
説
（
ア
バ
ー
ヴ
ァ
）
は
、
ジ
ャ
ヤ
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ

註
の
英
語
の
解
説
を
引
き
、
後
人
の
付
加
で
あ
る
と
い
う
。
〔
外
〕
は
「
西
洋
所
伝
ノ
句
義
ニ
ハ
本
師
ノ
六
句
二
無
説
ヲ
加
エ
テ
七

句
ト
ナ
セ
リ
」
と
い
う
。
ま
た
因
明
大
疏
巻
三
に
よ
り
慧
月
が
異
・
有
能
・
無
能
・
無
説
を
加
え
た
と
い
う
の
は
間
違
い
で
、
慧
月

は
同
異
性
を
異
と
倶
分
と
し
、
有
能
と
無
能
を
加
え
た
が
、
倶
分
は
六
句
中
の
同
異
性
で
あ
る
か
ら
、
慧
月
が
加
え
た
の
は
三
句
で

あ
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
第
四
節
は
六
句
義
の
概
念
と
相
互
関
係
を
主
題
と
す
る
。
六
句
は
カ
ン
ト
の
範
疇
論
と
同
主
旨
で
あ
り
、
「
六
句
中
ノ
実
徳
業
ノ

三
句
ハ
実
体
、
性
質
、
作
用
ナ
ル
ガ
故
二
其
意
義
如
何
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
、
世
界
ノ
諸
現
象
ヲ
包
含
シ
尽
ク
ス
ヲ
得
、
然
レ
ド
モ
三
句
ノ

中
ニ
テ
モ
実
ハ
万
物
ノ
根
基
ニ
シ
テ
徳
業
ノ
如
キ
ハ
之
ガ
付
属
二
過
ギ
ズ
、
若
シ
実
ナ
ケ
レ
バ
徳
業
モ
依
托
ス
ル
所
ナ
カ
ル
ベ
シ
、

（
衛
世
師
経
一
巻
一
章
十
五
節
）
」
と
述
べ
、
十
句
決
澤
義
論
を
引
き
「
実
は
自
存
的
、
徳
業
は
依
存
的
」
と
す
る
。
〔
外
〕
は
十
句

義
を
主
題
と
す
る
。

　
第
五
節
は
第
一
句
義
の
実
（
ド
ラ
ヴ
ヤ
）
の
九
種
と
そ
の
性
質
を
主
題
と
す
る
。
地
、
水
、
火
、
風
、
空
、
時
、
方
、
我
、
意
の

各
々
の
原
語
と
英
語
を
挙
げ
、
衛
世
経
と
唯
識
疏
一
末
を
引
き
前
五
実
と
後
四
実
の
相
違
を
説
明
し
た
後
、
九
実
の
各
々
を
、
英
訳

を
批
判
し
、
百
論
疏
の
漢
訳
と
の
相
違
を
挙
げ
な
が
ら
解
説
す
る
。
次
い
で
、
宝
雲
の
十
句
義
聞
記
〔
外
〕
を
引
き
つ
つ
、
九
種
の

実
の
性
質
を
六
項
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
〔
外
〕
は
十
句
義
論
、
十
句
議
論
訣
揮
に
よ
る
。
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第
六
節
は
第
二
句
義
の
徳
（
グ
ナ
）
十
七
種
を
主
題
と
す
る
。
し
か
し
、
七
種
の
徳
を
加
え
る
シ
ャ
ン
カ
ラ
ミ
シ
ュ
ラ
説
（
衛
世

師
経
、
一
巻
・
一
章
・
六
節
）
と
十
句
義
論
の
二
十
四
徳
説
を
採
り
（
〔
外
〕
）
、
そ
の
総
て
を
詳
説
し
て
い
る
。
次
に
、
十
句
義
論

決
揮
（
〔
外
〕
）
を
参
照
し
て
、
諸
徳
の
相
違
点
の
八
種
（
1
、
現
境
と
非
現
境
、
2
、
所
作
と
非
所
作
、
3
、
覚
能
と
非
覚
能
、

4
、
諸
徳
の
原
因
、
5
、
依
一
実
体
と
非
依
一
実
体
、
6
、
遍
所
依
と
不
遍
所
依
、
7
、
相
違
と
不
相
違
、
8
、
有
実
と
無
実
）
を

詳
説
す
る
。
〔
哲
〕
は
第
六
徳
で
あ
る
「
量
」
の
解
説
に
お
い
て
、
世
界
の
成
立
の
原
理
を
説
く
が
、
〔
外
〕
は
唯
識
二
十
論
述
記
巻

下
、
十
句
義
論
釈
巻
上
を
引
き
、
「
是
レ
勝
論
師
ノ
世
界
成
立
論
、
人
身
成
形
論
及
有
命
無
命
物
ノ
成
来
論
ナ
リ
、
而
シ
テ
其
論
意

ノ
唯
物
二
本
ク
コ
ト
ハ
言
ヲ
待
タ
ズ
」
と
、
自
説
を
展
開
し
て
い
る
（
五
一
五
頁
、
本
書
六
〇
五
頁
）
。

　
第
七
節
は
第
三
句
義
の
業
（
カ
ル
マ
）
を
主
題
と
す
る
。
業
を
作
用
動
作
の
義
と
規
定
し
、
そ
の
五
種
ー
取
業
、
捨
業
、
屈
業
、

伸
業
、
行
業
ー
の
英
訳
を
示
し
て
、
そ
の
概
念
を
説
明
す
る
。
次
い
で
、
徳
と
同
じ
よ
う
に
各
々
の
相
違
点
の
四
項
（
1
、
十
一
種

の
別
、
2
、
取
、
捨
、
行
の
三
業
と
屈
、
伸
の
二
業
の
別
、
3
、
遍
所
依
と
不
遍
所
依
、
4
、
和
合
因
縁
と
不
和
合
因
縁
）
を
設
定

し
て
解
説
す
る
。
こ
こ
で
も
、
衛
世
師
経
と
十
句
義
論
決
揮
巻
五
に
依
り
検
証
し
て
い
る
。
〔
外
〕
は
一
括
し
て
「
実
、
徳
、
業
の

関
係
」
（
第
百
十
五
節
）
と
そ
の
他
の
句
義
を
論
じ
る
。

　
第
八
節
は
第
四
句
義
の
大
有
（
サ
ー
マ
ー
ニ
ャ
）
を
主
題
と
す
る
。
こ
れ
を
定
義
し
て
「
実
、
徳
、
業
、
ヲ
シ
テ
継
続
セ
シ
ム
ル

所
ノ
原
能
力
ナ
リ
」
と
い
う
。
次
に
漢
訳
異
名
八
種
ー
同
（
十
句
論
、
唯
識
疏
）
、
有
性
（
同
前
）
、
有
（
唯
識
疏
、
因
明
疏
、
光

記
）
、
大
有
（
因
明
疏
、
唯
識
疏
、
玄
談
）
、
大
同
（
唯
識
疏
）
、
総
同
（
倶
舎
、
光
記
）
、
総
諦
（
方
便
心
論
）
、
線
相
諦
（
百
論
疏
、

弘
決
、
暉
紗
）
を
挙
げ
て
、
そ
の
正
当
性
を
論
じ
る
。
次
い
で
、
高
等
（
パ
ラ
）
と
劣
等
（
ア
パ
ラ
）
の
二
種
、
大
有
の
十
一
性
質

を
論
じ
て
い
る
。
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説解

　
第
九
節
は
第
五
句
義
の
同
異
（
ヴ
ィ
セ
ー
シ
ャ
）
を
主
題
と
す
る
。
こ
れ
を
定
義
し
て
「
同
異
ハ
恵
月
ノ
所
謂
倶
分
ニ
シ
テ
実
、

徳
、
業
、
ヲ
シ
テ
或
ハ
同
類
或
ハ
異
類
ナ
ラ
シ
ム
ル
原
能
力
ナ
リ
」
と
い
う
。
次
に
因
明
疏
巻
五
を
典
拠
と
し
て
、
こ
れ
を
詳
説
す

る
。
更
に
同
異
は
十
句
義
の
第
九
の
倶
分
句
義
に
相
当
し
、
十
句
義
の
第
五
の
異
句
義
と
は
別
で
あ
る
と
述
べ
、
唯
識
疏
一
末
に
よ

り
こ
れ
を
検
証
し
、
慧
月
が
同
異
句
義
を
倶
分
と
異
に
二
分
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
モ
ニ
エ
ル
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
の
説

（
同
異
は
十
句
義
の
異
に
当
た
る
）
を
紹
介
し
、
次
い
で
、
異
句
義
の
特
殊
な
性
質
を
一
三
項
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。

　
第
十
節
は
第
六
句
義
の
和
合
（
サ
マ
ヴ
ァ
ー
ヤ
）
を
主
題
と
す
る
。
第
五
句
義
の
同
異
と
の
相
違
を
説
く
こ
と
か
ら
始
め
て
い

る
。
「
即
チ
附
着
性
ナ
リ
、
実
等
已
二
存
在
ス
ト
錐
モ
、
同
異
ノ
之
レ
ヲ
分
離
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
万
物
尽
ク
分
立
別
行
、
唯
唯
差
別

ノ
ミ
ア
リ
テ
世
界
ハ
為
メ
ニ
成
立
セ
ズ
、
然
ル
ニ
此
二
和
合
句
ア
リ
テ
始
メ
テ
能
ク
一
切
万
物
ヲ
シ
テ
調
和
セ
シ
ム
」
と
い
う
。
そ

う
し
て
両
者
の
対
立
概
念
を
拒
力
と
引
力
、
離
心
力
と
向
心
力
、
彪
雑
と
純
一
と
規
定
し
て
い
る
。
次
い
で
和
合
句
の
特
殊
な
性
質

を
七
項
目
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
最
後
に
、
六
句
義
の
有
機
的
関
係
を
論
じ
て
い
る
。

　
第
十
一
節
は
勝
論
の
六
句
に
加
え
ら
れ
た
四
句
－
有
能
、
無
能
、
倶
分
、
無
説
1
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
ま
ず
、
有
能
と
無
能
は

「
因
果
ノ
法
ヲ
成
ス
」
と
規
定
し
て
、
両
者
の
性
質
を
十
一
項
に
分
け
て
解
説
し
て
い
る
。
第
九
句
義
の
倶
分
に
つ
い
て
は
第
九
節

の
繰
り
返
し
で
あ
る
が
、
第
十
句
義
の
無
説
（
ア
バ
ー
ヴ
ァ
）
に
つ
い
て
、
字
義
の
通
り
で
あ
れ
ば
「
無
有
」
の
意
味
で
あ
る
が
、

漢
訳
が
「
無
説
」
で
あ
る
点
を
不
審
と
し
て
、
光
記
五
と
基
疏
一
末
の
二
説
を
引
い
て
、
「
無
有
」
の
訳
を
採
っ
て
い
る
。
「
無
説
」

を
句
義
と
す
る
の
は
、
恐
ら
く
、
慧
月
が
最
初
で
あ
る
と
思
う
が
、
衛
世
師
経
第
九
巻
に
よ
り
、
十
句
義
論
の
「
五
無
」
に
対
応
す

る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
デ
ー
ヴ
ァ
・
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字
で
挙
げ
て
い
る
が
、
第
四
の
不
会
無
に
対
応
す
る
原
語
は
な
い
の
で
、

「
恵
月
ノ
附
加
セ
ル
所
ナ
ラ
ン
」
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
浬
磐
経
陳
如
品
、
金
七
十
論
備
考
会
本
巻
上
に
よ
り
四
無
説
を
、
楡
伽
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論
巻
十
六
に
よ
り
五
無
説
を
検
証
し
て
い
る
。
結
論
と
し
て
慧
月
の
五
無
説
と
楡
伽
論
の
五
無
説
は
一
致
し
な
い
と
す
る
。

　
第
十
二
節
は
十
句
義
を
（
一
）
多
数
と
唯
一
、
（
二
）
常
と
無
常
、
（
三
）
有
質
磯
と
無
質
磯
、
（
四
）
現
量
と
比
量
に
類
別
し
て
、

こ
れ
を
表
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
唯
識
疏
一
末
に
依
っ
て
い
る
。
最
後
に
勝
論
哲
学
は
「
仏
教
の
不
可
思
議
、
カ
ン
ト
の
物
其
れ

〔
自
〕
身
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
不
覚
的
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
不
可
知
的
」
と
い
っ
た
観
念
に
思
い
至
っ
て
い
な
い
、
と
批
評
し
て
い
る
。

　
第
十
三
節
は
九
種
の
実
（
実
体
）
の
内
、
特
に
、
「
我
」
と
「
意
」
と
を
、
特
に
採
り
あ
げ
て
主
題
と
す
る
。
最
初
に
、
我
の
本

質
に
つ
い
て
、
成
唯
識
論
、
唯
識
疏
一
末
、
因
明
疏
巻
五
、
金
七
十
論
巻
上
、
因
明
疏
巻
三
、
あ
る
い
は
衛
世
師
経
七
．
一
．
二
十

二
、
三
・
二
・
二
十
、
三
・
二
・
四
を
引
い
て
、
八
項
目
に
わ
た
り
、
解
説
し
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
個
我
と
最
高
我
を
立
て

る
尼
夜
耶
学
派
の
説
を
『
タ
ル
カ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ
』
の
英
訳
に
よ
っ
て
言
及
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
次
に
、
「
意
」
に
つ
い
て
も
八

項
目
に
わ
た
り
唯
識
疏
巻
一
末
、
因
明
疏
五
、
決
揮
巻
四
、
論
釈
巻
下
、
傍
観
録
（
光
厳
）
、
決
揮
巻
二
、
十
句
義
論
、
百
論
疏
上

中
、
義
林
章
三
、
な
ど
の
漢
文
資
料
と
衛
世
師
経
三
・
二
・
二
・
注
、
七
・
一
・
二
十
三
、
三
・
二
・
一
、
三
・
二
・
三
を
引
き
、

批
判
的
に
解
説
し
て
い
る
。
な
お
、
欧
文
参
考
書
に
エ
ル
ヒ
ィ
ン
ス
ト
ン
の
『
印
度
史
』
が
引
か
れ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
エ
ム
ペ

ド
ク
レ
ス
（
ギ
リ
シ
ャ
語
文
）
説
な
ど
と
の
対
比
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
第
十
四
節
は
十
句
義
論
の
第
二
十
四
の
徳
（
グ
ナ
）
で
あ
る
「
声
」
を
主
題
と
し
、
「
声
」
の
常
住
を
主
張
す
る
で
、
、
ー
マ
ー
ン

サ
ー
」
学
派
に
対
立
す
る
、
勝
論
派
、
尼
夜
耶
派
、
僧
怯
派
の
無
常
説
に
つ
い
て
、
衛
世
師
経
二
・
二
・
二
十
六
に
よ
り
勝
論
の
声

無
常
説
を
論
証
し
、
ム
イ
ル
の
『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
』
を
ひ
い
て
、
尼
夜
耶
派
の
そ
れ
を
検
証
し
て
い
る
。
〔
外
〕
は

因
明
新
疏
巻
二
、
因
明
大
疏
抄
巻
五
に
よ
る
（
五
一
五
頁
、
本
書
六
〇
五
頁
）
。

　
第
十
五
節
は
神
観
念
を
主
題
と
す
る
。
衛
世
師
経
一
・
一
二
二
と
シ
ャ
ン
カ
ラ
ミ
シ
ュ
ラ
の
註
釈
に
よ
り
勝
論
派
が
「
神
」
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説解

（
伊
湿
伐
羅
・
イ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
）
を
認
め
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
モ
ニ
エ
ル
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
の
説
に

よ
り
、
尼
夜
耶
派
も
勝
論
派
も
、
共
に
、
世
界
の
成
立
に
「
不
可
思
議
力
・
ア
ド
リ
シ
ュ
タ
」
を
認
め
る
か
ら
有
神
論
で
あ
る
が
、

「
勝
論
派
ノ
全
体
ノ
思
弁
ノ
傾
向
ハ
無
神
的
ナ
リ
」
と
断
定
し
て
い
る
。
〔
外
〕
は
「
西
洋
ニ
テ
ハ
或
ハ
勝
論
ハ
有
神
論
ノ
一
種
ノ
如

ク
ニ
論
ズ
ル
モ
ノ
ア
レ
ド
モ
、
是
レ
亦
仏
書
中
二
見
エ
ス
、
而
シ
テ
仏
教
所
伝
ニ
ヨ
レ
バ
却
テ
無
神
論
ナ
リ
」
と
述
べ
（
五
一
七

頁
、
本
書
六
〇
七
頁
）
、
百
論
巻
上
に
よ
り
、
「
神
・
知
二
元
論
」
と
す
る
（
五
一
二
頁
、
本
書
六
〇
一
頁
）
。

　
第
十
六
節
は
勝
論
派
の
特
徴
で
あ
る
「
因
中
無
果
説
」
を
主
題
と
す
る
。
こ
の
説
の
対
極
は
数
論
派
の
「
因
中
有
果
説
」
で
あ

る
。
先
ず
、
「
勝
論
派
ノ
因
中
無
果
論
ハ
国
豆
ぴ
q
①
宕
ω
｛
ω
二
比
ス
ベ
ク
、
数
論
派
ノ
因
中
無
果
論
ハ
一
①
△
o
臼
『
日
o
匹
o
一
①
O
品
o
×
｛
ω
－

⇔
o
コ
6
0
匹
①
゜
。
ぴ
Q
自
日
①
゜
・
二
比
ス
ベ
シ
（
＜
o
ぺ
o
N
空
ぴ
o
亘
［
、
自
⑪
品
合
融
O
』
。
。
O
）
」
と
規
定
し
て
か
ら
、
金
七
十
論
上
、
義
林
章
一
本
、

百
論
疏
上
中
に
よ
り
こ
れ
を
検
証
し
、
さ
ら
に
、
衛
世
師
経
九
・
一
・
一
、
二
・
一
・
二
・
四
に
よ
り
論
証
し
て
い
る
。

　
第
十
七
節
は
総
評
と
し
て
、
　
（
一
）
バ
ル
ト
の
説
夢
Φ
℃
冒
ω
｛
。
巴
9
0
0
蔓
o
木
吟
ゴ
巾
弍
自
己
、
モ
ニ
エ
ル
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
の
説

℃
ε
・
。
8
①
＝
呂
三
ユ
①
。
・
、
ド
イ
ッ
セ
ン
の
説
コ
巴
ξ
急
。
…
①
ロ
切
o
ゴ
忠
庄
o
庁
o
パ
庁
c
・
ω
庄
ば
臼
§
σ
q
ユ
①
゜
・
乙
力
①
8
口
△
⑦
o
、
へ
ー
ゲ
ル
の
説
「
心

ヲ
物
理
、
即
チ
特
殊
的
若
ク
ハ
感
覚
的
ノ
対
象
二
用
フ
（
O
o
o
9
°
△
°
穿
」
一
〇
ω
゜
ロ
臼
一
“
白
り
“
」
Φ
N
）
」
を
紹
介
し
て
、
「
然
レ
ド
モ
勝
論

派
ノ
学
問
ハ
畢
寛
塵
世
ヲ
解
脱
シ
テ
浬
築
ノ
境
界
二
達
ス
ル
ニ
ア
リ
」
と
勝
論
派
の
究
極
の
目
的
は
「
解
脱
」
に
あ
る
、
と
述
べ
、

外
道
小
乗
浬
築
論
、
慈
恩
伝
巻
四
に
よ
り
、
こ
れ
を
検
証
し
、
衛
世
師
経
一
・
一
・
二
お
よ
び
註
釈
に
よ
り
、
論
証
し
て
い
る
。
こ

こ
で
〔
哲
〕
は
「
高
適
は
楽
園
、
至
善
は
解
脱
①
亘
言
巳
①
ぺ
①
汀
　
゜
・
＜
自
σ
q
書
　
吟
o
ぺ
①
ω
①
日
　
日
〇
六
噸
③
ω
け
①
ぺ
○
」
と
い
う
原
文
を
載
せ

て
い
る
。
（
二
）
勝
論
派
が
空
、
時
、
方
を
実
体
と
す
る
点
に
つ
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
こ
れ
を
「
真
実
な
る
本
体
」
、
カ
ン
ト
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

「
直
観
の
図
式
」
と
す
る
と
指
摘
し
て
、
外
道
小
乗
浬
磐
論
、
大
日
経
義
釈
巻
二
か
ら
「
方
論
師
説
」
と
「
時
計
外
道
説
」
を
引
き
、



こ
れ
を
論
証
し
て
い
る
。
（
三
）
勝
論
派
の
「
原
子
論
」
が
チ
ロ
イ
キ
ッ
プ
ス
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
説
と
暗
合
す
る
五
点
を
列
挙
す

る
。
ま
た
、
人
類
が
土
か
ら
成
る
と
い
う
説
が
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
、
エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ス
、
列
子
（
天
瑞
篇
）
の
説
と
類
似
し
て
お
り
、

創
世
記
二
・
七
と
一
致
す
る
、
と
し
て
漢
訳
聖
書
の
該
当
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
〔
外
〕
は
「
其
論
西
洋
近
世
ノ
ら
い
ぶ
に
っ
つ

氏
、
へ
る
ば
る
と
氏
等
ノ
元
子
論
二
比
ス
ル
ニ
、
菅
二
其
所
立
ノ
同
ジ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
論
理
考
誼
ノ
疎
密
固
ヨ
リ
同
日

ノ
論
ニ
ア
ラ
ズ
ト
錐
モ
、
希
臓
哲
学
ノ
た
ー
れ
す
氏
、
あ
な
き
さ
ご
ら
す
氏
、
で
も
く
り
た
す
氏
ノ
諸
論
二
比
ス
レ
バ
其
右
二
出
ズ

ル
ト
謂
モ
、
敢
テ
其
当
ヲ
失
セ
ズ
ト
信
ズ
」
と
、
総
評
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
〔
外
〕
は
勝
論
説
を
仏
教
資
料
に
よ
っ
て
解
説

し
て
い
る
の
で
客
観
的
で
あ
る
が
、
時
に
は
仏
教
か
ら
の
論
駁
を
挙
げ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
　
　
第
七
冊

　
　
　
第
一
、
　
九
十
六
派
　
　
〔
外
〕
二
二
三
頁
（
本
書
二
五
三
～
二
五
四
頁
）

華
厳
経
十
廻
向
品
（
八
十
華
厳
巻
廿
六
）
「
願
一
切
衆
生
、
得
如
来
憧
、
擢
滅
一
切
九
十
六
種
外
道
邪
見
」
。

大
智
度
論
巻
廿
二
「
世
間
諸
法
実
相
宝
山
、
九
十
六
種
異
道
皆
不
能
得
」
。
〔
外
〕

大
智
度
論
巻
廿
七
「
九
十
六
種
外
道
、
一
時
和
合
、
議
言
、
我
等
亦
是
一
切
知
人
」
。

翻
訳
名
義
集
外
道
篇
「
垂
裕
云
、
準
九
十
六
外
道
経
、
於
中
一
道
は
是
正
、
即
佛
也
、
九
十
五
皆
邪
」
。

　
　
　
第
二
、
　
九
十
五
派
　
　
〔
外
〕
二
二
三
頁
（
本
書
二
五
三
～
二
五
四
頁
）

浬
磐
経
衆
問
品
　
会
疏
巻
十
「
世
尊
常
説
、
一
切
外
学
九
十
五
種
、
趣
皆
悪
道
」
。
〔
外
〕

浬
薬
経
現
病
品
　
会
疏
巻
十
「
当
為
外
道
九
十
五
種
之
所
軽
慢
、
生
無
常
想
」
。

起
信
論
　
義
記
下
ノ
末
「
不
為
九
十
五
種
外
道
鬼
神
之
所
惑
乱
」
。
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説解

　
　
　
第
三
、
　
六
派
　
〔
外
〕
一
九
〇
～
一
九
一
頁
（
本
書
二
＝
一
～
二
＝
二
頁
）

　
「
西
洋
ノ
学
者
ハ
婆
羅
門
ノ
哲
学
派
ヲ
六
種
二
分
ツ
ヲ
通
例
ト
ス
」
〔
哲
〕

　
「
西
洋
ニ
ア
リ
テ
ハ
近
来
印
度
哲
学
二
関
ス
ル
著
書
続
々
世
二
出
デ
其
用
フ
ル
所
ノ
分
類
モ
亦
一
定
セ
ズ
ト
錐
諸
家
多
ク
六
大
学

派
二
之
ヲ
分
ツ
」
〔
外
〕

　
　
尼
夜
耶
派
（
即
チ
因
明
派
）
…
…
喬
答
摩
　
　
　
　
衛
生
師
派
（
即
チ
勝
論
派
）
…
…
迦
那
陀

　
　
僧
怯
派
（
即
チ
数
論
派
）
…
…
…
迦
比
羅
　
　
　
　
楡
伽
派
（
即
チ
観
行
派
）
…
…
…
波
騰
閣
梨

　
　
頚
曼
薩
派
（
即
チ
声
論
派
）
…
…
閣
伊
弼
尼
　
　
　
吠
檀
達
派
（
即
チ
吠
陀
派
）
…
…
婆
達
羅
耶
那

　
〔
外
〕
祖
師
名
な
し
。
音
写
に
相
違
あ
り
。
ロ
ー
マ
字
表
記
あ
り
。

　
　
　
第
四
、
三
十
派
　
　
〔
外
〕
二
一
九
～
二
二
二
頁
（
本
書
二
四
八
～
二
五
一
頁
）

　
大
日
経
住
住
心
品
、
特
に
同
義
釈
巻
二
に
よ
り
三
十
派
を
挙
げ
、
義
釈
の
説
を
批
判
的
に
解
説
し
て
い
る
。
例
え
ば
義
釈
の
「
経

云
復
計
有
時
者
、
謂
計
一
切
天
地
好
醜
皆
以
時
為
因
」
に
対
し
て
「
第
一
、
時
論
…
…
計
時
外
道
ヲ
謂
フ
」
、
義
釈
の
「
次
云
時
者
、

與
前
時
外
道
宗
計
小
異
皆
自
在
天
種
類
也
」
に
対
し
て
「
第
八
時
論
…
…
第
一
ノ
時
論
ト
少
シ
異
ナ
リ
ト
云
エ
ド
モ
、
如
何
ナ
ル
点

二
於
テ
異
ナ
ル
カ
、
詳
ナ
ラ
ズ
」
と
い
う
論
調
で
あ
る
。
〔
哲
〕
の
解
説
は
義
釈
の
文
と
対
比
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
解
説
の
客
観
性

を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
煩
雑
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
。
以
下
三
十
派
の
名
称
の
み
を
挙
げ
て
お
く
。
〔
外
〕
は
大
日

経
住
心
品
の
経
文
を
引
き
、
次
い
で
住
心
品
疏
科
文
巻
三
、
大
日
経
開
題
巻
一
、
果
宝
紗
巻
二
を
勘
案
し
て
名
称
を
決
め
、
解
説
は

各
論
に
譲
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
論
」
の
字
は
付
け
て
い
な
い
。

　
第
一
、
時
論
。
第
二
、
地
等
変
化
論
ー
〔
外
〕
地
等
変
化
地
水
火
風
空
（
五
大
外
道
）
。
第
三
、
楡
伽
我
論
1
〔
外
〕
楡
伽
我
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（
相
応
）
。
第
四
、
建
立
浄
論
ー
〔
外
〕
建
浄
。
第
五
、
不
建
立
無
浄
論
。
第
六
、
自
在
天
論
。
第
七
、
流
出
論
。
第
八
、
時
論
。
第

九
、
尊
貴
論
。
第
十
、
自
然
論
。
第
十
一
、
内
我
論
。
第
十
二
、
人
量
論
。
第
十
三
、
遍
厳
論
。
第
十
四
、
寿
者
論
。
第
十
五
、
補

特
迦
羅
論
ー
〔
外
〕
補
特
迦
羅
（
数
取
趣
）
。
第
十
六
、
識
論
。
第
十
七
、
阿
羅
耶
論
。
第
十
八
、
知
者
論
。
第
十
九
、
見
者
論
。

第
二
十
、
能
執
論
。
第
廿
一
、
所
執
論
。
第
廿
二
、
内
知
論
。
第
廿
三
、
外
知
論
。
第
廿
四
、
社
但
梵
論
。
第
廿
五
、
摩
奴
閣
論
ー

〔
外
〕
摩
奴
閣
（
意
生
）
。
第
廿
六
、
摩
納
婆
論
ー
〔
外
〕
摩
奴
婆
（
儒
童
）
。
第
廿
七
、
常
定
生
論
。
第
廿
八
、
声
顕
論
。
第
廿
九
、

声
生
論
。
第
三
十
、
非
声
論
。

　
　
　
第
五
、
十
六
派
　
〔
外
〕
二
五
一
頁
（
本
書
二
九
一
頁
）

　
楡
伽
論
巻
六
・
七
〔
外
〕
、
顕
揚
論
巻
九
・
十
〔
外
〕
、
毘
婆
娑
論
巻
十
一
・
十
二
〔
大
乗
義
林
章
巻
一
〔
外
〕
を
資
料
と
し
て
、

主
に
大
乗
義
林
章
に
よ
っ
て
解
説
し
て
い
る
。
〔
外
〕
は
解
説
を
各
論
に
譲
っ
て
い
る
。

　
第
一
、
因
中
有
果
論
。
第
二
、
従
縁
顕
了
論
。
第
三
、
去
来
実
有
論
。
第
四
、
計
我
実
有
論
ー
〔
外
〕
計
我
論
。
第
五
、
諸
法
皆

常
論
ー
〔
外
〕
計
常
論
。
第
六
、
諸
因
宿
作
論
ー
〔
外
〕
宿
作
因
論
。
第
七
、
自
在
等
因
論
ー
〔
外
〕
自
在
等
為
作
者
論
。
第
八
、

害
為
正
法
論
。
第
九
、
辺
無
辺
等
論
1
〔
外
〕
有
辺
無
辺
論
。
第
十
、
不
死
矯
乱
論
。
第
十
一
、
諸
法
無
因
論
1
〔
外
〕
無
見
因

論
。
第
十
二
、
七
事
断
滅
論
ー
〔
外
〕
断
見
論
。
第
十
三
、
因
果
皆
空
論
ー
〔
外
〕
空
見
論
。
第
十
四
、
妄
計
最
勝
論
。
第
十
五
、

妄
計
清
浄
論
。
第
十
六
、
妄
計
吉
祥
論
。

　
〔
哲
〕
は
「
コ
ゥ
エ
ル
、
ガ
ウ
フ
ニ
氏
ノ
英
訳
ア
リ
」
と
注
記
し
て
、
摩
随
婆
（
ヨ
鋤
合
①
＜
①
）
の
『
哲
学
纂
論
』
（
白
力
曽
く
牡

△
自
鐙
コ
P
ω
①
目
ぬ
轟
庁
①
）
を
、
漢
音
写
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
（
ロ
ー
マ
字
）
を
付
け
て
、
紹
介
し
て
い
る
。
〔
外
〕
は
大
乗
義
章

巻
六
、
法
界
次
第
巻
上
ノ
上
に
よ
り
十
六
派
の
異
説
を
出
す
。
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説解

　
　
　
第
六
、
十
三
派
　
　
〔
外
〕
二
一
七
頁
（
本
書
二
四
六
～
二
四
七
頁
）

　
〔
哲
〕
は
成
唯
識
論
巻
一
に
よ
る
。
〔
外
〕
は
義
林
章
科
図
（
甲
図
）
と
唯
識
図
解
（
乙
図
）
に
よ
り
、
「
此
両
図
小
異
ア
リ
ト
錐

モ
、
共
二
十
二
計
ナ
リ
。
然
ル
ニ
唯
識
述
記
ニ
ハ
別
破
十
三
計
ノ
語
ア
リ
。
蓋
シ
其
十
三
計
ハ
乙
図
ノ
声
論
師
外
道
ヲ
明
論
即
チ
毘

陀
論
ト
声
論
即
チ
声
顕
声
生
論
二
分
ツ
ニ
ヨ
ル
」
す
る
。

　
第
一
、
数
論
。
第
二
、
勝
論
。
第
三
、
大
自
在
天
論
。
第
四
、
大
梵
天
論
。
第
五
、
時
論
。
第
六
、
方
論
。
第
七
、
本
際
論
。
第

八
、
自
然
論
。
第
九
、
虚
空
論
。
第
十
、
我
論
。
第
十
一
、
声
生
論
。
第
十
二
、
声
顕
論
。
第
十
三
、
順
世
論
。

　
〔
哲
〕
の
第
十
一
、
十
二
は
〔
外
〕
で
は
明
論
と
声
顕
声
生
論
と
な
る
。
〔
哲
〕
は
第
三
を
湿
婆
崇
拝
派
、
第
四
を
吠
檀
達
派
、
第

七
を
本
生
安
茶
論
師
、
第
九
を
口
力
論
師
、
第
十
を
宿
作
論
師
と
説
明
し
て
い
る
。

　
　
　
第
七
、
二
十
派
　
　
〔
外
〕
二
一
九
頁
（
本
書
二
四
八
～
二
四
九
頁
）

　
〔
哲
〕
は
外
道
小
乗
浬
藥
論
に
よ
る
二
十
派
の
分
類
は
仏
教
の
「
浬
薬
説
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
「
印
度
ノ
哲
学
派
ハ
大
抵

皆
浬
薬
ヲ
以
テ
収
局
ノ
目
的
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
此
分
類
ハ
ア
ラ
ユ
ル
当
時
ノ
哲
学
派
ヲ
包
容
ス
ル
モ
ノ
ト
見
倣
ス
ヲ
得
ベ
キ
ナ
リ
」
と

い
う
。

　
第
一
、
小
乗
外
道
論
師
。
第
二
、
方
論
師
。
第
三
、
風
仙
論
師
。
第
四
、
章
陶
論
師
。
第
五
、
伊
除
那
論
師
。
第
六
、
保
形
外
道

論
師
。
第
七
、
毘
世
師
論
師
。
第
八
、
苦
行
論
師
。
第
九
、
女
人
春
属
論
師
。
第
十
、
行
苦
行
論
師
。
第
十
一
、
浄
眼
論
師
。
第
十

二
、
摩
随
羅
論
師
。
第
十
三
、
尼
健
子
論
師
。
第
十
四
、
僧
怯
論
師
。
第
十
五
、
摩
醸
首
羅
論
師
。
第
十
六
、
無
因
論
師
。
第
十

七
、
時
論
師
。
第
十
八
、
服
水
論
師
。
第
十
九
、
口
力
論
師
。
第
二
十
、
本
生
安
茶
論
師
。

　
〔
外
〕
は
同
じ
く
外
道
小
乗
浬
磐
論
を
資
料
と
し
て
い
る
が
、
「
…
…
論
師
説
」
と
し
て
二
十
の
名
称
を
列
挙
す
る
の
み
。
解
説
は
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各
論
に
譲
っ
て
い
る
。

　
　
　
第
八
、
四
派
　
　
〔
外
〕
二
〇
四
頁
（
本
書
二
二
七
～
二
二
八
頁
）

　
〔
哲
〕
は
外
道
小
乗
四
宗
論
（
菩
提
流
支
訳
）
を
資
料
と
し
、
そ
の
記
述
に
従
っ
て
解
説
し
て
い
る
。
〔
外
〕
も
四
宗
論
を
引
用

し
、
他
の
論
疏
と
比
較
し
て
い
る
。
特
に
唯
識
論
巻
一
の
「
数
論
、
勝
論
、
無
葱
、
邪
命
」
四
種
と
一
致
す
る
と
推
定
し
て
い
る
。

　
第
一
、
僧
怯
論
師
。
第
二
、
毘
世
師
論
師
。
第
三
、
尼
鍵
子
論
師
。
第
四
、
若
提
子
論
師
。

　
　
　
第
九
、
六
派
　
　
〔
外
〕
二
〇
五
～
二
一
二
頁
（
本
書
二
二
八
～
二
四
一
頁
）

　
こ
の
六
派
は
第
三
の
「
六
派
哲
学
」
で
は
な
く
「
六
師
外
道
」
で
あ
る
。
〔
哲
〕
、
〔
外
〕
共
に
註
維
摩
経
巻
三
を
主
に
、
翻
訳
名

義
集
、
止
観
輔
行
（
〔
哲
〕
の
輔
行
口
口
か
）
を
資
料
と
す
る
。
〔
哲
〕
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ロ
ー
マ
字
を
付
け
る
。
な
お
、

〔
哲
〕
は
『
仏
教
小
史
』
（
四
十
四
頁
）
と
い
う
欧
文
と
思
わ
れ
る
文
献
を
参
照
し
て
い
る
。

　
第
一
、
冨
蘭
那
迦
葉
。
第
二
、
末
伽
梨
拘
除
梨
。
第
三
、
剛
闇
夜
毘
羅
眠
。
第
四
、
阿
書
多
翅
舎
欽
婆
羅
。
第
五
、
迦
羅
鳩
駄
迦

栴
延
。
第
六
、
尼
健
施
若
提
子
。

　
　
　
第
十
、
十
八
派
　
　
〔
外
〕
二
一
四
～
二
一
五
、
二
一
八
頁
（
本
書
二
四
二
～
二
四
四
、
二
四
八
頁
）

　
〔
哲
〕
は
註
維
摩
経
の
六
師
外
道
に
就
い
て
の
記
述
「
此
六
師
尽
起
邪
見
、
裸
形
苦
行
、
自
称
一
切
智
、
大
同
而
小
異
耳
、
凡
有

三
種
六
師
、
合
十
八
部
、
第
一
自
称
一
切
智
、
第
二
得
五
通
、
第
三
請
四
章
陥
、
上
説
六
師
、
是
第
一
部
也
」
と
百
論
疏
上
中

〔
外
〕
を
典
拠
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
名
称
は
挙
げ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
六
師
外
道
、
五
神
通
力
を
得
た
六
派
、
四

ヴ
ェ
ー
ダ
を
請
す
る
六
派
の
計
十
八
派
で
あ
る
。
〔
外
〕
は
四
教
義
巻
二
（
註
維
摩
経
に
基
づ
く
）
の
コ
者
一
切
智
六
師
、
二
者

神
通
六
師
、
三
者
章
陀
六
師
」
を
引
き
、
典
拠
と
す
る
。
さ
ら
に
、
聖
爾
賛
巻
四
の
図
を
挙
げ
、
「
此
三
種
約
六
師
、
有
三
六
十
八

734



説解

種
外
道
也
」
の
記
述
を
否
定
し
て
い
る
。

　
　
　
第
十
一
、
十
派
　
　
〔
外
〕
二
四
六
～
二
五
〇
頁
（
本
書
二
八
一
～
二
九
〇
頁
）

　
〔
哲
〕
、
〔
外
〕
共
に
首
樗
厳
経
巻
十
上
を
資
料
と
す
る
。
〔
哲
〕
は
経
の
記
述
に
従
っ
て
解
説
し
、
派
の
名
称
を
挙
げ
て
い
る
が
、

〔
外
〕
は
該
当
部
分
の
原
文
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。

　
第
一
、
無
因
論
。
第
二
、
円
常
論
。
第
三
、
分
常
論
。
第
四
、
有
辺
論
。
第
五
、
不
死
矯
乱
論
。
第
六
、
有
相
論
。
第
七
、
無
相

論
。
第
八
、
倶
非
論
。
第
九
、
断
滅
論
。
第
十
、
現
浬
薬
論
。

　
　
　
第
十
二
、
六
十
二
派
　
　
〔
外
〕
二
五
八
～
二
六
三
頁
（
本
書
三
〇
二
～
三
〇
六
頁
）

　
仏
教
に
お
い
て
古
く
か
ら
云
わ
れ
る
「
六
十
二
見
」
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
、
〔
哲
〕
は
前
項
の
十
派
を
辺
見
と
邪
見
、
さ
ら
に

辺
見
を
常
見
と
断
見
に
分
け
て
三
種
に
分
類
す
る
。
そ
し
て
常
見
に
四
十
、
断
見
に
七
、
邪
見
に
十
五
あ
り
と
す
る
。

　
　
常
見
…
…
円
常
論
1
四
、
分
常
論
ー
四
、
有
相
論
ー
十
六
、
無
相
論
ー
八
、
倶
非
論
ー
八

　
　
断
見
…
…
断
滅
論
ー
七

　
　
邪
見
…
…
無
因
論
ー
二
、
有
辺
論
ー
四
、
不
死
浬
薬
（
？
矯
乱
）
論
ー
四
、
現
浬
薬
論
ー
五

　
こ
の
説
は
〔
外
〕
が
挙
げ
る
義
林
章
巻
四
（
唯
識
論
の
六
十
二
見
を
楡
伽
論
、
顕
揚
論
な
ど
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
）
、
同
科
図
巻

下
に
よ
る
説
（
二
六
一
頁
、
本
書
三
〇
五
頁
）
に
ち
か
い
。
〔
哲
〕
は
そ
の
他
仁
王
経
巻
二
、
楡
伽
論
巻
五
十
八
、
八
十
六
、
成
唯

識
論
巻
六
、
義
林
章
巻
四
な
ど
散
見
さ
れ
る
経
論
を
挙
げ
て
い
る
。
〔
外
〕
は
翻
訳
名
義
集
、
三
蔵
法
数
に
よ
り
二
種
の
算
出
法
を

解
説
し
て
い
る
。
ま
た
参
照
し
て
い
る
文
献
は
実
に
多
い
。
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五
、
哲
学
説
の
説
明
に
使
用
し
た
漢
訳
経
論

　
　
　
第
一
、
地
論
師
派
。
　
〔
外
〕
二
九
七
～
二
九
九
頁
（
本
書
三
四
四
～
三
四
七
頁
）

　
大
日
経
義
釈
巻
二
。
　
〔
外
〕
大
日
経
十
心
品
疏
冠
註
巻
四
、
十
住
心
論
巻
一
、
そ
の
他
、
住
心
品
疏
宥
快
紗
巻
四
、
大
日
経
疏
拾

義
紗
巻
五
、
呆
宝
抄
巻
一
、
住
心
品
略
解
巻
五
。

　
　
　
第
二
、
服
水
論
師
派
。
　
〔
外
〕
水
論
二
九
九
～
三
〇
二
頁
（
本
書
三
四
七
～
三
四
九
頁
）

　
大
日
経
義
釈
巻
二
、
外
道
小
乗
浬
築
論
（
〔
外
〕
）
、
草
木
子
管
窺
篇
（
明
・
葉
子
奇
）
〔
外
〕
管
子
水
地
篇
、
春
秋
元
命
苞
。
葉
子

奇
の
説
は
仏
教
説
の
借
用
で
は
な
い
、
と
す
る
。
希
臓
で
は
タ
ー
レ
ス
が
こ
の
説
を
説
く
〔
外
〕
。
　
〔
外
〕
中
論
疏
巻
三
、
大
日
経

疏
宥
快
紗
巻
四
、
浬
藥
経
（
北
本
）
巻
十
六
、
注
菩
薩
戒
経
巻
上
、
舎
頭
練
経
、
渉
典
続
紹
な
ど
。

　
　
　
第
三
、
火
論
師
派
。
　
〔
外
〕
三
〇
二
～
三
〇
五
頁
（
本
書
三
五
〇
～
三
五
三
頁
）

　
大
日
経
義
釈
巻
二
、
方
便
心
論
〔
外
〕
、
管
関
サ
子
四
符
篇
。
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
主
張
と
類
似
す
る
〔
外
〕
。
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
、
デ

モ
ク
リ
タ
ス
、
ス
ト
ア
学
派
等
は
皆
火
を
原
理
と
す
る
。
ゾ
ロ
ア
ス
テ
ル
の
拝
火
教
の
主
義
と
暗
合
す
る
。
〔
外
〕
火
事
外
道
に
つ

い
て
、
百
論
疏
巻
上
中
、
樗
厳
眼
随
巻
三
、
大
日
疏
輔
閲
抄
巻
五
。

　
　
　
第
四
、
風
仙
論
師
派
。
　
〔
外
〕
風
論
　
三
〇
五
～
三
〇
六
頁
（
本
書
三
五
三
～
三
五
四
頁
）

　
大
日
経
義
釈
巻
二
、
外
道
小
乗
浬
薬
論
〔
外
〕
。
ア
ナ
キ
シ
メ
子
ス
〔
外
〕
、
ヂ
オ
ゲ
子
ス
の
説
と
類
似
す
る
。
〔
外
〕
住
心
品
疏
、

倶
舎
論
巻
一
、
勝
論
十
句
義
論
。

　
　
　
第
五
、
口
力
論
師
派
。
　
〔
外
〕
虚
空
論
　
三
一
九
～
三
二
七
頁
（
本
書
三
七
一
～
三
七
九
頁
）

　
大
日
経
義
釈
巻
二
、
外
道
小
乗
浬
磐
論
〔
外
〕
、
タ
イ
ツ
チ
リ
ヤ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
ニ
・
一
。
「
口
力
」
は
「
呂
已
穿
司
買
⑲
宕
」
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解説
の
訳
で
あ
っ
て
、
吠
檀
多
哲
学
中
に
出
る
か
ら
口
力
論
師
は
吠
檀
達
で
あ
っ
て
、
虚
空
（
⑪
キ
鍋
゜
力
①
）
は
婆
羅
吸
曼
（
ロ
島
庁
日
碧
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
老
子
の
「
無
名
」
、
荘
子
の
「
無
無
」
の
観
念
と
類
似
す
る
と
い
う
。
成
唯
識
論
に
い
う
虚
空
論
に
当
た
る
。

〔
外
〕
中
論
疏
巻
三
、
華
厳
玄
談
巻
八
、
百
論
疏
巻
下
、
住
心
品
疏
、
樗
厳
眼
随
巻
三
下
、
浬
架
経
（
南
本
）
巻
三
十
三
、
倶
舎
論

巻
十
二
、
名
義
集
巻
二
、
梵
漢
難
名
三
四
な
ど
。
〔
外
〕
は
外
道
小
乗
浬
薬
論
に
よ
る
と
、
虚
空
は
摩
醗
首
羅
の
頭
で
あ
り
、
風
は

そ
の
命
で
あ
る
と
す
る
、
そ
う
す
る
と
「
口
力
」
は
梵
天
の
呼
吸
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
口
力
論
師
は

自
在
天
外
道
の
一
派
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
華
厳
演
義
紗
に
は
「
因
力
論
師
」
と
あ
り
、
華
厳
玄
談
に
は
口
力
論
師
と
あ
り
、

「
因
力
論
師
」
は
誤
字
で
あ
る
と
い
う
。

　
　
　
第
六
、
時
論
師
派
。
　
〔
外
〕
時
論
　
三
二
八
～
三
三
四
頁
（
本
書
三
八
一
～
三
八
九
頁
）

　
呂
已
『
・
，
白
力
碧
ψ
，
ズ
葺
弓
o
×
で
く
o
［
＜
も
廿
《
O
『
～
さ
q
⊃
、
マ
イ
テ
エ
ル
氏
の
字
典
の
「
ゾ
ロ
ア
ス
テ
ル
」
の
項
に
よ
り
、
「
時
ハ
不
変

ノ
因
ニ
シ
テ
実
在
」
た
る
こ
と
を
述
べ
る
。
〔
外
〕
外
道
小
乗
浬
薬
論
、
喩
伽
論
巻
六
、
顕
揚
論
巻
五
、
十
住
心
論
科
註
巻
三
、
住

心
品
疏
冠
注
巻
四
、
呆
宝
抄
巻
一
、
華
厳
玄
談
巻
八
な
ど
。
特
に
「
時
解
」
（
第
六
八
節
）
の
節
を
設
け
て
解
説
し
て
い
る
。
住
心

品
疏
冠
注
巻
四
、
翻
訳
名
義
集
巻
二
、
智
度
論
巻
一
、
百
論
疏
巻
下
、
中
論
疏
巻
一
、
大
蔵
法
数
巻
二
十
一
に
よ
っ
て
、
「
時
」
（
迦

羅
）
の
概
念
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
　
第
七
、
方
論
師
派
。
　
〔
外
〕
方
論
　
三
二
七
～
三
二
八
頁
（
本
書
三
八
〇
～
三
八
一
頁
）

　
外
道
小
乗
浬
薬
論
〔
外
〕
。
〔
哲
〕
が
「
方
論
師
派
ガ
人
ヨ
リ
天
地
ヲ
生
ズ
ト
主
張
ス
ル
事
甚
ダ
奇
ナ
リ
、
…
…
天
地
ヲ
生
ズ
ル
ノ

意
力
、
之
ヲ
確
定
ス
ベ
キ
歴
史
的
事
実
ノ
訣
乏
セ
ル
ハ
最
モ
遺
憾
ト
ナ
ス
」
と
指
摘
す
る
こ
と
を
、
〔
外
〕
も
「
方
論
外
道
ア
リ
テ

方
ヨ
リ
人
ヲ
生
ジ
、
人
ヨ
リ
天
地
ヲ
生
ズ
ト
説
ク
モ
、
其
道
理
如
何
ヲ
讃
明
セ
ザ
ル
ハ
、
畢
寛
空
想
ノ
甚
ダ
シ
キ
モ
ノ
ト
云
ウ
ベ
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シ
」
と
、
同
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
〔
外
〕
の
資
料
は
唯
識
論
巻
一
、
華
厳
玄
談
巻
八
、
百
論
巻
下
で
あ
る
が
、
「
仏
教
ハ
本

来
十
方
空
無
」
を
説
く
故
、
外
道
と
見
解
を
異
に
す
る
と
念
を
押
し
て
い
る
。

　
　
　
第
八
、
無
因
論
師
派
。
　
〔
外
〕
無
因
外
道
　
四
〇
五
～
四
〇
九
頁
（
本
書
四
七
七
～
四
八
一
頁
）

　
外
道
小
乗
浬
藥
論
〔
外
〕
。
「
其
因
果
ヲ
否
定
ス
ル
所
ハ
懐
疑
論
者
ノ
如
ク
、
其
造
化
ヲ
否
定
ス
ル
所
ハ
唯
物
論
者
ノ
如
ク
、
其
自

然
ヲ
収
局
ノ
目
途
ト
ス
ル
所
ハ
老
荘
ト
相
似
タ
リ
、
大
日
経
及
ビ
成
唯
識
論
等
ニ
ハ
此
派
ノ
主
義
ヲ
自
然
論
ト
称
セ
リ
」
と
論
評
し

て
い
る
。
〔
外
〕
職
伽
論
巻
七
、
顕
揚
論
巻
十
、
唯
識
論
巻
一
、
住
心
品
疏
冠
註
巻
五
。
「
自
然
外
道
」
と
す
る
資
料
に
就
い
て
は
、

広
百
論
釈
論
巻
一
、
維
摩
経
疏
（
会
本
）
巻
四
、
維
摩
義
記
巻
二
。
無
因
外
道
に
対
す
る
反
論
は
、
住
心
品
疏
略
解
巻
五
、
楡
伽
論

巻
七
。
唯
識
論
巻
一
の
引
用
（
四
〇
六
頁
、
本
書
四
七
七
～
四
七
八
頁
）
中
の
「
此
方
外
道
」
は
老
荘
の
説
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て

い
る
。

　
　
　
第
九
、
本
安
茶
論
師
派
。
　
〔
外
〕
安
茶
論
師
計
　
三
九
四
～
三
九
六
頁
（
本
書
四
六
二
～
四
六
六
頁
）

　
外
道
小
乗
浬
薬
論
〔
外
〕
、
成
唯
識
論
〔
外
〕
。
「
安
茶
」
の
語
に
つ
き
、
大
安
茶
呂
筈
ぎ
合
を
「
鶏
卵
ノ
如
ク
」
と
、
そ
の
意

味
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
世
界
開
闘
説
は
列
子
の
説
「
清
軽
者
上
為
天
、
濁
重
者
下
為
地
」
と
類
似
し
て
い
る
、
と
い

う
。
ま
た
、
ゲ
オ
ゲ
子
ス
の
開
闘
説
も
観
念
的
に
は
こ
れ
に
近
い
と
す
る
。
〔
外
〕
華
厳
玄
談
に
よ
り
大
卵
化
成
説
と
規
定
し
て
、

「
本
際
計
」
、
「
本
生
計
」
を
同
義
語
と
し
て
挙
げ
る
。
准
南
子
巻
三
、
日
本
書
紀
巻
一
、
元
元
集
巻
一
に
よ
り
、
類
似
の
諸
説
を
挙

げ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
太
初
に
水
が
在
っ
た
と
す
る
か
ら
宇
宙
水
躰
論
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
れ
に
似
た
伝
説
を
観
仏
三
昧
経

巻
一
か
ら
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
　
第
十
、
研
婆
迦
派
。
　
〔
外
〕
順
世
外
道
　
三
〇
六
～
三
一
五
頁
（
本
書
三
五
四
～
三
六
六
頁
）

738



説解

　
成
唯
識
論
〔
外
〕
、
法
華
玄
賛
巻
九
、
摩
施
婆
の
哲
学
纂
論
（
呂
助
爵
①
＜
ご
。
n
剖
く
㌣
巳
碧
鐙
コ
①
あ
①
∋
σ
q
「
書
知
）
。
研
婆
迦
（
○
冨
⊇
⑲
冨

の
音
写
）
は
創
唱
者
の
名
前
で
あ
り
、
こ
の
派
は
所
謂
順
世
外
道
で
あ
る
。
順
世
は
路
伽
耶
施
の
訳
で
あ
り
、
路
伽
5
書
は
世

界
、
阿
耶
施
⇔
ぺ
巴
①
は
流
布
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
世
界
二
流
布
ス
ル
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
派
の
説
を
摩
施
婆
に
よ

り
、
（
一
）
知
識
論
、
（
二
）
唯
物
論
、
（
三
）
自
然
論
、
（
四
）
快
楽
論
の
項
目
の
下
に
解
説
す
る
。
〔
外
〕
唯
識
述
記
巻
一
末
、
義

林
章
巻
一
、
中
論
疏
巻
四
末
、
広
百
論
巻
三
、
楡
伽
論
巻
七
に
よ
り
、
こ
の
派
の
説
が
唯
物
論
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
て
い
る
。

「
順
世
ノ
名
義
」
（
六
十
二
節
）
を
慧
琳
音
義
巻
十
五
、
翻
訳
名
義
集
巻
五
、
法
苑
義
鏡
巻
五
、
唯
識
論
略
解
巻
上
、
法
華
新
註
巻

五
、
飾
宗
記
巻
七
な
ど
の
よ
り
「
世
間
凡
常
ノ
説
二
随
順
ス
ル
義
」
を
論
証
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
西
洋
で
い
う
「
常
識
」
に
あ

た
る
か
と
述
べ
て
い
る
。
「
極
微
ノ
性
質
」
（
第
六
十
三
節
）
で
は
、
対
法
抄
巻
二
、
倶
舎
頒
疏
巻
十
二
、
百
論
疏
巻
下
中
に
よ
り

「
極
微
」
の
意
味
と
異
説
を
挙
げ
る
。
次
い
で
、
勝
論
と
の
相
違
を
中
心
に
、
そ
の
説
を
唯
識
述
記
巻
一
末
よ
り
略
説
し
て
い
る
。

詳
細
は
「
小
乗
哲
学
ヲ
講
ズ
ル
時
二
譲
リ
テ
弁
明
ス
ベ
シ
」
、
「
其
詳
ラ
カ
ナ
ル
ハ
後
二
唯
識
哲
学
ヲ
講
ズ
ル
時
二
譲
ル
」
と
し
て
い

る
。

　
　
　
第
十
一
、
若
提
子
派
。
　
〔
外
〕
若
提
子
外
道
　
四
八
二
～
四
八
五
頁
（
本
書
五
六
七
～
五
六
九
頁
）

　
外
道
小
乗
四
宗
論
〔
外
〕
が
僧
怯
（
数
論
）
、
毘
世
子
（
勝
論
）
、
尼
乾
子
、
若
提
子
を
四
宗
と
規
定
し
、
浬
藥
経
、
維
摩
経
等
が

六
師
外
道
の
第
六
師
を
尼
健
陀
若
提
子
と
し
て
い
る
の
で
、
疑
念
を
招
い
た
。
〔
哲
〕
は
尼
健
子
と
若
提
子
が
別
派
で
あ
る
か
否
か

に
つ
い
て
の
疑
問
の
解
明
に
大
半
を
費
や
し
て
い
る
。
維
摩
経
の
羅
什
訳
注
、
僧
肇
の
維
摩
註
経
（
共
に
註
維
摩
詰
経
十
巻
に
よ
る

か
）
、
慧
琳
音
義
廿
六
の
説
を
批
判
的
に
解
釈
し
、
「
外
道
小
乗
浬
磐
論
二
尼
健
子
ト
若
提
子
ヲ
分
チ
テ
ニ
派
ト
シ
タ
ル
ハ
最
モ
解
シ

難
シ
」
と
、
ビ
ュ
ー
レ
ル
の
説
（
「
尼
健
施
若
提
子
Z
マ
σ
q
日
昌
日
①
甘
⑪
江
℃
巨
日
ヲ
以
テ
閨
伊
那
派
ノ
創
唱
者
タ
ル
摩
詞
毘
羅
ト
セ
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リ
」
、
ロ
o
碧
仔
、
ω
丙
①
一
一
σ
q
8
昌
ω
o
ニ
コ
9
①
⑰
一
〇
〇
）
を
支
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
派
の
哲
学
説
を
百
論
疏
上
中
〔
外
〕
に
よ
っ

て
紹
介
す
る
が
、
「
是
二
由
リ
テ
之
レ
ヲ
考
フ
ル
モ
、
若
提
子
ト
尼
腱
子
ノ
間
二
親
密
ノ
関
係
ア
ル
ヲ
知
ル
ベ
キ
ナ
リ
」
と
二
派
と

す
る
伝
統
説
に
従
っ
て
い
る
。
〔
外
〕
は
既
に
四
種
外
道
（
四
十
一
節
）
、
六
師
外
道
（
四
十
二
節
）
、
尼
健
子
（
一
〇
八
～
一
〇
九

節
）
の
解
説
に
お
い
て
上
述
し
た
問
題
に
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
維
摩
登
檬
抄
巻
三
、
倶
舎
恵
暉
抄
巻
三
、
倶
舎
指
要
紗
巻

八
等
に
よ
り
「
邪
命
外
道
」
と
の
関
係
を
論
じ
、
「
尼
健
子
ヲ
邪
命
ト
名
ク
モ
可
ナ
リ
、
亦
若
提
子
ヲ
邪
命
ト
名
ク
ル
モ
可
ナ
リ
、

或
ハ
尼
健
子
若
提
子
ヲ
合
シ
テ
邪
命
ト
名
ク
ル
モ
可
ナ
ル
ベ
シ
」
と
い
う
。
そ
の
哲
学
説
に
つ
い
て
は
、
〔
哲
〕
と
同
じ
資
料
に
よ

り
「
其
他
仏
書
中
二
特
二
若
提
子
外
道
ノ
字
義
教
理
二
就
キ
論
述
セ
ル
モ
ノ
ヲ
見
ズ
、
蓋
シ
其
説
尼
健
子
ト
同
キ
ニ
ヨ
ル
ナ
ラ
ン
」

と
、
述
べ
る
に
止
め
て
い
る
。

　
　
　
第
十
六
、
晒
婆
派
。
　
〔
外
〕
三
八
一
～
三
九
三
頁
（
本
書
四
四
七
～
四
六
二
頁
）

　
「
晒
婆
派
ハ
湿
婆
ヲ
崇
拝
ス
ル
一
派
ニ
シ
テ
所
謂
摩
醸
首
羅
論
師
、
是
レ
ナ
リ
」
と
断
定
し
、
外
道
小
乗
浬
磐
論
〔
外
〕
を
典
拠

と
す
る
。
十
四
の
分
派
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
第
十
七
の
波
輸
鉢
多
派
（
第
五
）
、
波
羅
底
耶
毘
闇
那
派
（
再
認
識
派
．
第
七
）
、
羅

斯
湿
伐
羅
派
（
水
銀
派
・
第
八
）
の
よ
う
な
体
系
的
な
も
の
、
宗
教
的
標
識
に
よ
る
も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
の
派
の
哲
学
説
と

し
て
神
・
精
神
・
世
界
の
三
諦
と
学
問
・
儀
式
（
法
務
）
・
静
慮
・
徳
行
の
四
法
の
「
三
諦
四
法
」
を
建
て
、
各
々
詳
説
し
て
い
る
。

　
〔
外
〕
は
外
道
小
乗
浬
藥
論
、
摩
登
伽
経
巻
上
、
三
論
玄
義
検
幽
紗
巻
一
所
引
の
百
論
疏
に
よ
り
そ
の
神
観
を
凡
神
論
と
す
る
。

次
い
で
、
摩
醗
首
羅
の
漢
訳
は
自
在
天
で
あ
る
こ
と
を
唯
識
論
述
記
巻
一
末
、
住
心
品
疏
略
解
巻
五
、
楡
伽
論
巻
七
、
中
論
疏
巻
一

末
等
に
よ
り
検
証
し
て
い
る
。
そ
の
哲
学
説
は
百
論
疏
巻
上
中
に
説
か
れ
る
「
十
六
諦
」
（
十
六
原
理
）
を
列
挙
し
て
、
各
々
の
概

念
を
説
明
す
る
に
止
め
て
い
る
。
次
い
で
、
第
八
十
一
節
に
お
い
て
自
在
天
所
属
外
道
と
し
て
、
住
心
品
疏
冠
註
巻
五
、
果
宝
抄
巻
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解説
二
に
よ
り
「
遍
厳
」
、
住
心
品
疏
略
解
巻
五
、
楡
伽
論
巻
八
三
に
よ
り
「
摩
奴
閣
」
、
外
道
小
乗
浬
薬
論
に
よ
り
「
伊
除
那
外
道
」
、

「
女
人
替
属
外
道
」
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
　
第
十
七
、
波
輸
鉢
多
派
。
　
〔
外
〕
三
一
五
～
三
一
九
頁
（
本
書
三
六
六
～
三
七
〇
頁
）
　
〔
外
〕
は
「
獣
主
及
遍
出
」
と
一
括

す
る
。

　
波
輸
鉢
多
は
勺
器
已
忘
冨
の
漢
音
写
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
湿
婆
勺
毘
宇
窟
江
を
崇
拝
す
る
は
で
あ
る
と
す
る
。

呂
o
巳
Φ
「
綱
一
一
一
品
日
ω
‥
切
「
讐
∋
①
己
ω
日
①
ロ
ム
＝
日
○
巳
ω
∋
も
．
鵠
に
よ
り
、
こ
の
派
が
印
度
教
の
一
派
で
あ
る
こ
と
を
護
明
す
る
。
次

い
で
、
玄
応
音
義
巻
二
十
三
、
倶
舎
光
記
巻
九
、
唯
識
述
記
巻
一
〔
外
〕
、
に
よ
り
、
こ
の
派
が
塗
灰
外
道
、
獣
主
外
道
と
い
う
こ

と
を
論
証
し
て
い
る
。
こ
の
派
の
説
の
基
本
を
「
八
種
の
五
事
」
（
表
示
あ
り
）
と
「
三
種
の
法
務
」
と
し
、
更
に
「
我
と
シ
ヴ
ァ

神
と
の
合
一
」
を
目
的
と
す
る
哲
学
説
を
解
説
し
て
い
る
。
〔
外
〕
は
第
三
篇
・
各
論
第
一
・
客
観
的
単
元
論
　
第
二
章
　
極
微
論

の
下
で
論
じ
て
い
る
。
「
獣
主
」
は
「
播
輸
鉢
多
」
の
漢
音
写
で
あ
る
こ
と
を
唯
識
述
記
巻
一
に
よ
り
示
す
。
唯
識
義
蕩
巻
一
の
「
牛

主
」
と
の
同
異
を
検
討
し
た
後
、
結
果
的
に
は
「
其
他
仏
書
中
獣
主
遍
出
」
の
名
義
を
解
説
し
た
も
の
は
無
い
、
「
余
ガ
聞
ク
所
ニ

ヨ
レ
バ
獣
主
ハ
梵
語
ノ
誤
訳
ナ
リ
ト
、
其
果
シ
テ
然
ル
ヤ
否
ヤ
ハ
宜
シ
ク
散
斯
克
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
）
学
者
二
就
キ
テ
之
ヲ
質
ス

ベ
シ
」
と
い
う
。
そ
の
哲
学
説
に
就
い
て
は
、
唯
識
演
秘
巻
一
、
起
信
論
幻
虎
録
巻
四
に
よ
り
、
こ
れ
は
極
微
論
、
唯
物
論
と
い
え

な
い
が
順
世
外
道
の
説
に
近
い
。
し
か
し
、
義
琳
章
巻
一
、
楡
伽
論
巻
六
等
に
よ
る
と
計
我
論
で
あ
る
と
、
と
い
う
。

　
　
　
第
十
八
、
波
利
伐
羅
勺
迦
派
。
　
〔
外
〕
同
前

　
波
利
伐
羅
勺
迦
は
勺
胃
一
く
「
⑲
］
完
①
の
漢
音
写
、
そ
の
他
、
般
利
伐
勺
迦
、
波
利
咀
羅
拘
迦
、
簸
利
婆
羅
閣
迦
、
般
利
伐
羅
多
迦
な

ど
の
漢
音
写
を
挙
げ
る
。
次
い
で
、
倶
舎
光
記
巻
九
、
唯
識
述
記
巻
一
〔
外
〕
、
玄
応
音
義
巻
二
十
四
に
よ
り
、
こ
れ
が
「
遍
出
」
、
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「
普
行
」
と
漢
訳
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
は
不
明
と
す
る
。
〔
外
〕
は
同
前
。
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六
、
小
結

　
以
上
、
哲
次
郎
の
「
印
度
哲
学
史
」
と
円
了
の
『
外
道
哲
学
』
の
構
成
と
使
用
し
た
漢
文
経
論
を
中
心
に
比
較
し
た
。
残
念
な
が

ら
〔
哲
〕
は
第
四
冊
と
第
七
冊
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
両
書
は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
使
用
し
た
漢

文
資
料
は
、
時
代
の
学
問
的
環
境
か
ら
い
っ
て
、
二
人
が
類
似
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
二
人
が
、
前
世
代
の
啓
蒙
思
想
家
と

違
い
、
日
本
に
基
礎
を
お
い
て
東
洋
思
想
の
体
系
化
を
意
図
し
た
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
、
〔
哲
〕
は
「
東
洋
哲
学
」

の
体
系
に
有
機
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
ず
、
印
度
哲
学
史
と
い
う
事
例
研
究
に
終
わ
っ
て
い
る
印
象
が
強
い
が
、
〔
外
〕
は
「
日
本
仏

教
哲
学
系
統
論
」
の
「
初
門
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
二
人
の
際
立
っ
た
相
違
点
は
、
〔
哲
〕
は
当
時
の
西
洋
に
お
け
る
印
度
哲
学
研
究
の
成
果
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
、

い
ち
早
く
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
の
『
サ
ル
ヴ
ァ
ダ
ル
シ
ャ
ナ
・
サ
ン
グ
ラ
バ
』
、
カ
ナ
ー
ダ
の
『
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
．
ス
ー
ト
ラ
』
を
使

用
し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
余
談
で
あ
る
が
、
第
十
一
若
提
子
派
で
、
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
渡
辺
国
武
の
『
印
度

哲
学
小
史
』
を
挙
げ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
〔
外
〕
は
一
貫
し
て
漢
文
資
料
に
よ
る
と
い
う
資
料
的
基
本
を

守
り
、
中
国
撰
述
の
典
籍
に
止
ま
ら
ず
日
本
撰
述
の
典
籍
の
漢
文
資
料
を
よ
り
多
く
使
用
し
、
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
印
度
哲
学
の

展
開
を
「
主
観
論
と
客
観
論
」
と
い
う
理
論
軸
に
沿
っ
て
系
統
づ
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
外
道
説
」
を
論
駁
し
て
い
る
引
用
文
が

多
い
の
で
、
日
本
撰
述
の
資
料
を
併
せ
て
精
読
す
れ
ば
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
印
度
哲
学
の
受
容
と
変
容
を
窺
う
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
。



　
両
書
の
組
織
、
構
造
は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
と
は
い
え
、
〔
哲
〕
は
客
観
的
で
あ
り
、
事
例
的
で
あ
り
、
こ
れ
が
資
料
の
引
用

な
ど
取
り
扱
い
に
反
映
し
て
い
る
。
〔
外
〕
は
、
主
体
的
、
主
観
的
で
あ
り
、
体
系
的
で
あ
る
。
「
仏
教
哲
学
の
初
門
」
と
称
さ
れ
る

〔
外
〕
の
著
作
目
的
は
、
理
論
軸
に
沿
っ
て
、
共
時
的
に
印
度
哲
学
と
中
国
・
日
本
の
仏
教
哲
学
を
対
比
し
、
日
本
仏
教
の
特
色
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
哲
次
郎
の
貴
重
な
資
料
を
公
表
さ
れ
た
今
西
順
吉
教
授
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
円
了
の
『
外
道
哲
学
』
を
調

査
・
研
究
す
る
う
え
で
有
益
な
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
洋
大
学
文
学
部
教
授
）

説解

743




